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決意表明をする松本真也選手 

　網野高等学校出身で、現在警視庁第六機動隊所属の松本真也

選手が、9月21日から27日にかけてデンマークで開催されたレスリン

グ世界選手権に出場されました。 

　それに先立ち8月27日には、アミティ丹後（網野町網野）で出場

壮行会が開催されました。 

京都縦貫自動車道チャレンジユース推進協議会を設立 

　
松
本
選
手
は
、
網
野
中
学
校
在
籍
時
に

三
年
連
続
で
全
国
大
会
で
優
勝
し
た
ほ
か
、

網
野
高
等
学
校
で
は
全
国
高
校
選
抜
大
会

を
二
度
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
国
体
を
そ
れ

ぞ
れ
三
度
制
覇
す
る
な
ど
、
類
い
希
な
る
華
々

し
い
成
績
と
、
そ
れ
を
な
し
得
る
実
力
の

あ
る
選
手
で
す
。
今
回
、
六
月
二
十
日
に

行
わ
れ
た
全
日
本
選
抜
選
手
権
に
お
い
て

優
勝
、
見
事
世
界
選
手
権
の
出
場
権
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。 

　
壮
行
会
に
は
、
松
本
選
手
の
恩
師
三
村

和
人
教
諭
や
網
野
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ

部
の
み
な
さ
ん
な
ど
た
く
さ
ん
の
か
た
が

激
励
に
訪
れ
、
松
本
選
手
の
さ
ら
な
る
活

躍
を
願
っ
て
応
援
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。 

　
み
な
さ
ん
か
ら
の
激
励
の
言
葉
を
受
け
、

松
本
選
手
は
「
世
界
選
手
権
は
三
年
ぶ
り

の
出
場
。
前
回
は
十
位
で
し
た
が
、
今
回

は
ひ
と
つ
で
も
い
い
順
位
を
、
で
き
れ
ば

メ
ダ
ル
を
獲
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
控
え

め
な
が
ら
も
熱
い
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
三
村
教
諭
の
「
松
本
は
人
の
愛

情
を
た
く
さ
ん
受
け
る
子
。
普
段
が
ん
ば

っ
て
い
る
者
は
、
ピ
ン
チ
の
と
き
に
そ
う

い
う
応
援
の
力
が
救
っ
て
く
れ
る
。
ど
う

し
て
も
（
メ
ダ
ル
を
）
獲
り
た
い
、
と
い

う
気
持
ち
で
挑
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
言
葉
に
、

松
本
選
手
は
感
慨
深
げ
に
耳
を
傾
け
ら
れ

ま
し
た
。 

商工会（本所および支所）に備え付けの申請書に必要事
項をご記入のうえ、必要書類を添えて商工会（本所または
支所）へ申請してください。 
※必要書類 ： 業務による出張を確認できる書類（訪問先
　　　　　　の署名・捺印）、有料道路利用証明書 

対象事業者 

助成要件 

対象路線・区間 

実施期間 

申請方法 

お問い合わせ先 

次の条件をすべて満たすかた 

助成金額 

（ただし、助成金の月額上限は2万円とし、また
助成金の月額が 1,000 円以下の場合は、助成の
対象となりません） 

対象路線利用料金の平日利用分相当額（自己負
担額のみ）の2分の1

ETC車両 
助成対象路線の各料金所出入り口を、対象
期間内に ETCノンストップ（無線通信）
走行で通過された車両が対象となります。 

業務上の利用 

京丹後市商工会会員のかた 

平日の利用 

京都縦貫自動車道 
綾部宮津道路（宮津天橋立 IC～綾部JCTの間） 
丹波綾部道路（綾部JCT～京丹波わち ICの間） 

（平成22年度も、9月30日まで実施予定です） 

平成21年10月1日～平成22年3月31日〈平日のみ〉 
※平日：月曜日から金曜日までの 
　　　　祝日および振替休日を除く日 

京丹後市商工会 振興課（蕁 62-0342） 

　
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財

源
化
に
際
し
、
地
方
道
路
整

備
臨
時
交
付
金
に
代
わ
る
も

の
と
し
て
、
道
路
を
中
心
に

関
連
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

ソ
フ
ト
事
業
も
対
象
と
し
た

新
た
な
交
付
金
制
度
が
国
に

お
い
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。「
京

都
縦
貫
自
動
車
道
チ
ャ
レ
ン

ジ
ユ
ー
ス
推
進
事
業
」
は
こ

の
交
付
金
を
財
源
に
京
丹
後

市
が
実
施
し
、
助
成
金
交
付

事
務
を
京
丹
後
市
商
工
会
に

委
託
す
る
も
の
で
す
。 

　
助
成
は
、
京
丹
後
市
商
工

会
員
の
か
た
を
対
象
に
、
同

自
動
車
道
の
対
象
区
間
の
利

用
が
「
業
務
で
の
利
用
」・「
平

日
の
利
用
」・「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
両

で
の
利
用
」
の
す
べ
て
を
満

た
す
場
合
、
利
用
料
金
の
二

分
の
一
相
当
（
月
額
二
万
円

を
上
限
と
し
、
助
成
金
の
月

額
が
千
円
以
下
の
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
）
を
行
う

も
の
で
す
。 

　
同
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
京
丹
後
市
長
、
京
丹

後
市
商
工
会
長
、
丹
後
織
物

工
業
組
合
理
事
長
、
丹
後
機

械
工
業
組
合
理
事
長
、
京
丹

後
市
観
光
協
会
長
、
京
都
府

織
物
・
機
械
金
属
振
興
セ
ン

タ
ー
所
長
、
譛
京
都
産
業
21

北
部
支
援
セ
ン
タ
ー
長
で
構

成
す
る
「
京
都
縦
貫
自
動
車

道
チ
ャ
レ
ン
ジ
ユ
ー
ス
推
進

協
議
会
」
を
設
立
。
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
府
丹
後
広
域

振
興
局
長
、
府
建
設
交
通
部

理
事
お
よ
び
府
道
路
公
社
の

理
事
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

こ
の
取
り
組
み
の
効
果
検
証

お
よ
び
、
さ
ら
な
る
効
果
的

な
取
り
組
み
の
実
現
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
い
た
だ
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
本
市
の
商
工
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
市
内
の
主
要
取
引
先
で
あ
る
京
阪
神

地
域
と
の
交
流
基
盤
・
条
件
の
充
実
向
上
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
京
都
縦
貫

自
動
車
道
の
利
用
コ
ス
ト
を
軽
減
し
、
同
道
を
活
用
し
た
交
流
の
活
性
化
を
図
る
「
社

会
実
験
」
と
し
て
、
本
年
十
月
か
ら
宮
津
天
橋
立
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
京
丹
波
わ
ち

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
・
綾
部
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
の
有
料
道
路
利
用
料
の
助
成
を
行
う

「
京
都
縦
貫
自
動
車
道
チ
ャ
レ
ン
ジ
ユ
ー
ス
推
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

レスリング世界選手権2009レスリング世界選手権2009レスリング世界選手権2009レスリング世界選手権2009
フリースタイル84kg級出場 フリースタイル84kg級出場 

松本真也選手 松本真也選手 

も　く　じ 

助成の概要 助成の概要助成の概要 助成の概要 

商
工
業
の
活
性
化
を
図
る 

チ
ャ
レ
ン
ジ
ユ
ー
ス
推
進
事
業 

実
施 

業務での利用 
平日の利用 
ETC利用 

宮津天橋立 IC～綾 部 J C T 間 

綾 部 J C T～京丹波わち IC 間 

に限ります 

半額程度で 
ご利用いただけます 

京都縦貫自動車道 京都縦貫自動車道 
京阪神地域との交流の活性化へ 京阪神地域との交流の活性化へ 京阪神地域との交流の活性化へ 

利用料の一部を助成 利用料の一部を助成 －交流コストのハンディを半減－ 
公 共 交 通 
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耐熱性ポリ乳酸繊維 
（提供：帝人㈱／帝人ファイバー㈱） 

丹後産コシヒカリをPRしていきます 

ト
ラ
イ
ア
ル
農
地
で
四
隅
刈
り
を
す
る
徳
岡
さ
ん
（
右
）。

そ
の
後
、
初
め
て
の
コ
ン
バ
イ
ン
に
乗
り
稲
を
収
穫
。 

最高品質の米づくりに向けて徹底議論 

③
展
示
・
商
談
会
出
展
事
業 

この事業のほかにも 
　東京の大手百貨店にあるブランドスペースに、
市内の織物業者数社の商品が常設展示・販売され
ることになり、また、海外で開催する「JAPAN
ブランド・丹後テキスタイル展」に市内の織物業
者が出展するなど、丹後の新たな展開を発信する
動きは広まりつつあります。 

　
市
で
は
今
年
度
、「
バ
イ
オ
フ
ァ
イ
バ
ー
活
用
型
丹
後
ち
り
め
ん
新

展
開
事
業
」
と
し
て
、
帝
人
株
式
会
社
お
よ
び
帝
人
フ
ァ
イ
バ
ー
株

式
会
社
と
地
元
事
業
者
が
共
同
し
て
取
り
組
む
、
環
境
配
慮
型
の
新

素
材
開
発
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。 

　
同
事
業
は
、
環
境
に
配
慮
し

た
素
材
が
各
分
野
で
注
目
さ
れ

る
中
、
原
料
に
石
油
を
使
用
し

な
い
植
物
由
来
の
新
し
い
合
成

繊
維
（
耐
熱
性
ポ
リ
乳
酸
繊
維
）

を
開
発
し
た
帝
人
株
式
会
社
と
、

本
市
の
織
物
事
業
者
と
が
連
携

し
て
取
り
組
む
エ
コ
素
材
の
製

品
化
事
業
で
す
。
最
先
端
分
野

と
伝
統
的
も
の
づ
く
り
分
野
の

共
同
事
業
で
新
し
い
価
値
観
を

創
造
す
る
ほ
か
、
原
材
料
か
ら

製
品
展
開
ま
で
一
連
の
生
産
活

動
を
行
う
市
場
間
連
携
事
業
モ

デ
ル
の
拡
大
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
事
業
で
は
、 

①
共
同
実
施
者
を
専
門
家
登
録

　
し
て
指
導
事
業
を
行
う
「
指

　
導
連
携
事
業
」 

②
公
募
型
委
託
事
業
と
し
て
市

　
内
事
業
者
を
選
定
し
製
品
化

　
を
行
う
「
製
品
開
発
事
業
」 

③
成
果
品
を
告
知
し
市
場
へ
と

　
展
開
す
る
活
動
と
し
て
「
展
示
・

　
商
談
会
出
展
事
業
」 

の
三
事
業
を
一
体
的
に
進
め
ま
す
。 

 

　
環
境
配
慮
型
バ
イ
オ
繊
維
の

効
率
的
な
調
達
と
分
析
評
価
、

お
よ
び
地
域
産
業
資
源
と
の
有

機
的
な
融
合
を
実
践
的
に
進
め

る
た
め
、
帝
人
フ
ァ
イ
バ
ー
株

式
会
社
の
藤
堂
良
さ
ん
、
澤
井

典
子
さ
ん
の
二
人
の
専
門
家
の

指
導
を
仰
ぎ
、
事
業
を
推
進
し

ま
す
。 

　
ま
た
、
京
丹
後
市
出
身
の
新

進
デ
ザ
イ
ナ
ー
小
西
紀
子
さ
ん

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
よ
り
効

果
的
に
商
用
視
点
で
展
開
し
て

い
き
ま
す
。 

　
市
内
か
ら
実
施
者
（
繊
維
製

品
製
造
事
業
者
）
を
公
募
し
、

五
社
を
選
定
。
植
物
由
来
の
原

材
料
を
活
用
し
た
新
し
い
繊
維

製
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

  

　
事
業
者
間
の
連
携
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
丹
後
の
新
た
な
展
開

を
地
域
内
外
に
発
進
す
る
た
め
、

事
業
の
成
果
品
を
展
示
会
に
出

展
す
る
な
ど
し
て
、
普
及
活
動

お
よ
び
商
談
活
動
を
実
施
し
ま
す
。 

　
ト
ラ
イ
ア
ル
農
地
は
、

農
薬
や
化
学
肥
料
を
一

切
使
用
し
な
い
「
安
心
・

安
全
で
お
い
し
い
米
づ

く
り
」
の
普
及
を
図
り
、

豊
か
な
気
候
風
土
と
生

産
者
の
努
力
に
よ
り
生

産
さ
れ
る
丹
後
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
を
め
ざ
し
て
、
今

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

　
栽
培
に
あ
た
っ
て
は
、

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
受

け
て
水
稲
有
機
栽
培
を

実
践
さ
れ
て
い
る
高
見

高
央
さ
ん
（
福
井
県
大

野
市
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
迎
え
て
指
導
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
久
美
浜
町
女
布
の
ほ
場
（
約

七
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
管
理
を

㈱
エ
チ
エ
農
産
（
久
美
浜
町
女
布
）

に
委
託
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
の
提

唱
者
で
あ
る
徳
岡
さ
ん
も
、
田
植

え
か
ら
、
草
取
り
、
稲
刈
り
と
い

っ
た
米
づ
く
り
の
現
場
を
体
験
さ

れ
ま
し
た
。 

　
実
証
栽
培
の
一
年
目
と
な
る
今

年
は
、
雑
草
対
策
が
十
分
で
は
な

か
っ
た
た
め
に
、
コ
ナ
ギ
な
ど
の

雑
草
が
大
量
に
発
生
。
雑
草
を
手

作
業
で
引
き
抜
く
な
ど
の
対
策
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、稲
刈
り
当
日

の
ト
ラ
イ
ア
ル
農
地
に
は
雑
草
が

繁
茂
し
関
係
者
は
無
農
薬
栽
培
の

難
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
稲
刈
り
で
は
約
一
二
〇

㎏
を
収
穫
。
慣
行
栽
培
の
水
稲
と

比
べ
て
半
分
以
下
の
収
穫
量
と
な

り
ま
し
た
。 

　
収
穫
し
た
お
米
は
、
よ
り
多
く

の
か
た
に
ト
ラ
イ
ア
ル
農
地
の
取

り
組
み
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
都
市
部
へ
向
け
積
極
的

に
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

 

　初めての収穫を終え、今回の米づく
りの作業内容の検証や除草対策、食味
向上の技術について関係者による意見
交換が行われました。 
　高見さんは、今回の米づくりに関して、
雑草の芽の段階での処理が十分できて
いなかったことや、稲の根に有害なガ
スの発生を抑えられなかったことなど
を指摘。その対策として、稲刈り後に
すぐにでも「すきこみ」をする必要が
あることなどを、わかりやすく科学的
に説明されました。 
　また、府丹後農業研究所の中村均司
所長は、今回の課題を整理し、来年に
向けた取り組みができると１年目の実
証事業を評価されました。 
　徳岡さんは「無農薬による米づくり

はとてもたいへんなことが分かった。
消費者のかたに生産者の苦労や努力を
知ってもらい、高く売れる米を生産す
ることが大事。生産情報を積み重ねて
蓄積し、その情報をたくさんの生産者
のかたへ提供できたら」と取り組みに
対する意気込みを話されました。 

　
昨
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
「
京
丹
後
市
６
次
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
」
で
の
市
政
策
企
画
委
員（
専
門
委
員
）の
徳
岡
邦
夫
さ
ん（
京
都
吉

兆
嵐
山
本
店
総
料
理
長
）か
ら
の
提
唱
に
よ
り
、今
年
の
春
か
ら
水
稲
有
機

栽
培
の
実
証
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
ト
ラ
イ
ア
ル
農
地
」（
久
美
浜
町

女
布
）で
、九
月
二
十
五
日
に
稲
刈
り
が
行
わ
れ
、専
門
家
に
よ
る
今
年
の

米
づ
く
り
の
総
括
と
来
年
に
向
け
た
課
題
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

×  強力タッグ結成 強力タッグ結成 

　指導連携事業、製品開発事業により得られた成
果品を、一連の連携プロジェクトおよび試作・開
発製品を集約した呼称「丹後バイオファブリックス」
の名前で、日本最大級の環境展示会「エコプロダ
クツ2009」に出展します。 

「エコプロダクツ2009」に 
　　　　　　　　 とコラボ出展します 

と　き 12月10日（木）～12日（土） 

ところ 東京ビッグサイト　東展示場1-6ホール 
（東京都江東区有明） 

　エコな製品を製造するあらゆる分野のメーカー
を中心に、幅広い業種の企業が出展する環境展示
会です。環境の取り組みはもとより、新規ビジネ
スの促進や企業の活動の啓蒙にも活用できる機会
です。昨年開催時は、約18万人が来場しました。
一般消費者のかたも来場できます。 

エコプロダクツとは？ 

①
指
導
連
携
事
業 

②
製
品
開
発
事
業 

京丹後市 

"エコ素材 "で　　　 　　と事業連携 "エコ素材"で　　　 　　と事業連携 "エコ素材"で　　　 　　と事業連携 "エコ素材"で　　　 　　と事業連携 
～市場間連携による丹後の新たな展開をめざして～ 

水
稲
有
機
栽
培
実
証
事
業

水
稲
有
機
栽
培
実
証
事
業 

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
め
ざ
す

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
め
ざ
す 

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
め
ざ
す

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
め
ざ
す 

丹後産 
コシヒカリ 
丹後産 

コシヒカリ 

ト
ラ
イ
ア
ル
農
地
で
初
収
穫

ト
ラ
イ
ア
ル
農
地
で
初
収
穫 

ト
ラ
イ
ア
ル
農
地
で
初
収
穫 

水
稲
有
機
栽
培
実
証
事
業 

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
め
ざ
す 

丹後産 
コシヒカリ 

課題を克服し2年目の米づくりに向けて 
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丹後地区森林組合と網野町森林組合の合併により、市内で一つの 
森林組合となりました。 

認定商品の見本市を開催します 

10月17日（土）10：00～17：00 
10月18日（日）10：00～16：00

丹後のええもん うまいもん 
展示即売会 

丹後のええもん うまいもん 
展示即売会 

丹後のええもん うまいもん 
展示即売会 

第11回Tango Good Goods見本市 

優秀産品の展示のほか、ものづくり体験や、
丹後の地場産品が当たるお楽しみ抽選会な
ども行います。ふるってご来場ください。 

日時： 

宮津市民体育館（宮津市字浜町） 場所： 

　
平
成
七
年
九
月
に
峰
山
・
大
宮
・

丹
後
・
弥
栄
・
久
美
浜
の
五
町
の

森
林
組
合
が
合
併
し
「
丹
後
地
区

森
林
組
合
」
と
し
て
十
四
年
間
、

ま
た
、
網
野
町
森
林
組
合
は
昭
和

三
十
三
年
十
月
に
設
立
さ
れ
、
五

十
年
間
、
今
日
ま
で
地
元
の
林
業

を
守
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
度
、
森
林
・
林
業
を
取
り

巻
く
情
勢
は
非
常
に
厳
し
い
経
営

環
境
の
中
で
、
去
る
、
五
月
三
十

日
開
催
の
両
組
合
総
代
会
に
お
い

て
合
併
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
両
組
合
の
合
併
に
よ
り
、
経
営

基
盤
の
拡
充
整
備
な
ら
び
に
組
織

体
制
が
強
化
さ
れ
、
事
業
の
拡
大
・

経
営
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
地
域

林
業
の
中
核
的
担
い
手
と
し
て
の

役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
合
併
に
よ
り
、
森
林
面
積
が
府

内
で
二
番
目
の
規
模
と
な
っ
た
「
丹

後
地
区
森
林
組
合
」
の
代
表
理
事

組
合
長
に
は
、
田
中
英
世
さ
ん
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
両
森
林
組
合
の
合
併
を
記
念
し

て
行
わ
れ
た
記
念
式
典
は
、
前
田

清
副
代
表
理
事
組
合
長
の
開
会
宣

言
に
よ
り
開
式
。
京
都
府
丹
後
広

域
振
興
局
の
和
田
健
局
長
を
は
じ

め
関
係
者
か
ら
、
お
祝
の
言
葉
と

と
も
に
、
今
後
の
同
森
林
組
合
へ

の
発
展
と
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。 

　
本
市
で
一
つ
と
な
っ
た
丹
後
地

区
森
林
組
合
の
今
後
の
取
り
組
み

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

　
本
日
を
も
っ
て
合
併
を
し
、

新
た
な
船
出
を
い
た
し
ま
す
。 

　
こ
の
度
の
合
併
は
、
関
係
者

の
み
な
さ
ま
の
格
別
の
ご
指
導
、

ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
山
林
に
は
、
用
材
を
産
出
す

る
生
産
森
林
と
環
境
保
全
の
た

め
の
環
境
保
全
林
の
育
成
の
二

面
性
が
あ
り
、
森
林
の
役
割
が

大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
中
で
、

国
を
は
じ
め
市
区
町
村
に
お
い

て
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
二
酸

化
炭
素
削
減
な
ど
の
森
林
吸
収

源
対
策
や
積
極
的
な
間
伐
対
策

と
と
も
に
、
環
境
に
重
点
を
お

い
た
整
備
保
全
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
組
合
と
し
て
利
用
間
伐
の
適

切
な
施
業
を
推
進
し
、
森
林
管

理
を
は
じ
め
と
し
、
森
林
指
導

者
の
指
導
実
績
を
活
か
し
、
組

合
員
の
み
な
さ
ん
の
期
待
に
応

え
る
べ
く
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

　
同
認
定
事
業
は
、
丹
後
の
豊
か
な
自
然
や

伝
統
の
技
が
織
り
な
す
優
れ
た
地
場
産
品
の

数
々
を
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
で

十
一
回
目
。
地
域
資
源
を
発
掘
し
、
育
成
・

支
援
す
る
先
進
事
例
と
し
て
全
国
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
の
募
集
で
は
丹
後
二
市
二
町
か
ら
四

十
社
・
七
十
七
品
目
の
申
請
が
あ
り
、
二
日

間
に
わ
た
る
認
定
審
査
会
の
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
新
規
認
定
三
十
六
点
を
含
む
七
十
品

目
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
で
、「
Ｔ
ａ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
Ｇ
ｏ
ｏ

ｄ
ｓ
」
は
全
部
で
九
十
四
社
・
二
百
五
十
八

品
目
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
中
か
ら
さ
ら
に
企
画
力
、
実

用
性
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
の
づ
く
り
の
模
範

と
な
る
商
品
四
点
が
、
優
秀
産
品
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
来
の
急
速
な
景
気
後
退
と
雇
用
環
境
の
変
化
の
中
で
、市
で
は
、

地
域
産
業
や
市
民
の
み
な
さ
ん
の
仕
事
・
生
活
を
支
え
る
こ
と
を
最
優

先
と
し
た
平
成
二
十
一
年
度
当
初
予
算
を
編
成
し
、取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
経
済
情
勢
な
ど
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
産
業
・
雇

用
緊
急
・
総
力
支
援
策
を
さ
ら
に
充
実
す
る
た
め
、九
月
定
例
市
議
会

に
お
い
て
補
正
予
算
を
計
上
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　休業中の給与保障として国の助成率
5分の 4に加え、事業主の負担を解消
するため、市が残りの 5分の 1を追加
助成。（対象経費を全額助成） 

　当初の予定を大幅に超える休業など
の件数が見込まれるため、増額補正し
引き続き事業主の経費負担軽減を図り
ます。 

　平成20年11月以降の融資実行分から、
特例として信用保証料補助金を抜本拡充。 
当初予定以上の交付が見込まれるため、
増額補正し引き続き支援します。 

　住宅の増改築工事に要する経費の一
部を助成していますが、予想以上の申
請が今後も見込まれるため、増額補正

し引き続き支援します。 

→補助率特例（100％補助）を 
　全業種に適用 
→補助限度額の引き上げ（和装関連および 
　建設業者のみ40万円→60万円） 

→市内の業者に発注する50万円以上 
　の工事を対象に、上限３万円を助成 

丹
後
地
区
森
林
組
合 

　
代
表
理
事
組
合
長 

　
　
　
田 

中 
英 
世
さ
ん 

式
　
辞 

丹
後
地
区
森
林
組
合

丹
後
地
区
森
林
組
合 

丹
後
地
区
森
林
組
合 

　
九
月
一
日
、
丹
後
地
区
森
林
組
合
（
田
中
英
世
代
表
理

事
組
合
長
）と
網
野
町
森
林
組
合（
高
野
繁
一
代
表
理
事

組
合
長
）の
両
組
合
の
合
併
に
よ
る
「
丹
後
地
区
森
林
組

合
」
の
誕
生
を
記
念
し
た
式
典
が
、年
金
セ
ン
タ
ー
丹
後
お

お
み
や（
大
宮
町
三
坂
）で
開
催
さ
れ
、両
組
合
関
係
者
お

よ
び
関
係
者
約
九
十
人
が
参
加
し
、発
足
を
祝
い
ま
し
た
。 

豊
か
な
森
づ
く
り
の
拡
充
へ

豊
か
な
森
づ
く
り
の
拡
充
へ 

豊
か
な
森
づ
く
り
の
拡
充
へ 

誕生 誕生 

丹後地区森林組合概要 
代表理事組合長　田中英世さん 
森林面積　40,081.35㌶ 
組合員数　5,644人 
本　　所　弥栄町吉沢940 
支　　所 
　丹後支所：丹後町宮124-4 
　ウッド・ヘキサ：久美浜町永留2570

平成21年度優秀産品に決定した商品 

Tango Good GoodsTango Good Goods
70品目を認定 

　丹後地域の地場産品を丹後ブランド商品として認定し、
地場産品の品質向上と販路の開拓を図ることを目的に、
今年も「Tango Good Goods」（タンゴグッドグッズ）
が認定されました。 

タンゴ　　　グッド　　　グッズ 

9月定例 
市議会で 
可　決 増額補正 

産業・雇用緊急・総力支援策 

中小企業緊急雇用安定助成金（追加） 

信用保証料補助金（追加） 

建設業需要拡大緊急支援住宅改修費助成（追加） 

9,600万円を増額補正（当初予算を含め１億4,600万円に） 

１億円を増額補正（当初予算を含め１億6,944万円に） 

240万円を増額補正（当初予算を含め540万円に） 

さらなる支援に向け １億9,840万円 
市内の森林組合が合併 市内の森林組合が合併 市内の森林組合が合併 
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た
と
え
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
田
植
え

や
稲
刈
り
の
体
験
会
を
企
画
し

募
集
を
か
け
る
と
、
全
国
か
ら

た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
す
。

今
年
だ
け
で
も
八
十
四
人
の
か

た
が
訪
れ
、
中
に
は
東
京
や
仙

台
と
い
っ
た
遠
方
か
ら
わ
ざ
わ

ざ
来
ら
れ
た
か
た
も
い
ま
し
た
。 

　
全
国
各
地
で
そ
う
い
っ
た
体

験
会
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
丹
後
を
選
ん
で
く
だ

さ
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
丹

後
な
ら
で
は
の
魅
力
が
あ
る
か

ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
あ
た
り
を
深
く
考
え
て
い

け
ば
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
都

会
の
か
た
に
、
丹
後
を
訪
れ
て

い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

　
い
ま
、
日
本
の
食
料
自
給
率

は
四
一
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
非
常
に
低
い
数
字
で
す
。

急
い
で
こ
の
問
題
を
解
決
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
自
給
率
を
少
し
で
も
上

げ
て
い
く
た
め
に
は
、
や
は
り
「
地

産
地
消
」
が
一
番
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。「
自
給
率
を
上
げ
る
た

め
に
地
産
地
消
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
」
と
言
う
と
抵
抗
が
あ
る

か
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
う
で

は
な
く
て
、「
お
い
し
く
食
事
を

す
る
」
と
い
う
目
的
に
つ
な
げ

て
い
く
と
、
と
っ
つ
き
や
す
く

な
る
ん
で
は
な
い
か
と
。 

　
た
と
え
ば
、
丹
後
産
の
も
ぎ

た
て
の
ブ
ド
ウ
は
、
噛
ん
だ
瞬

間
に
も
の
す
ご
く
華
や
か
な
香

り
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
す
。

で
も
、
同
じ
ブ
ド
ウ
を
東
京
の

お
店
で
買
っ
て
同
じ
よ
う
に
食

べ
て
も
、
同
じ
感
動
は
味
わ
え

な
い
。
香
り
が
無
い
ん
で
す
ね
。

地
産
地
消
は
土
地
の
も
の
を
土

地
の
人
が
食
べ
る
、
と
い
う
だ

け
の
意
味
で
は
な
く
て
、
そ
う

す
れ
ば
も
っ
と
も
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
続
け
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
ん
で
す
よ
、
と
い
う
意

味
合
い
が
大
き
い
ん
で
す
。 

　
日
常
的
に
食
べ
て
、
い
つ
し

か
お
い
し
い
と
い
う
感
覚
も
忘

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
食
べ
続
け
て

き
た
も
の
が
、
あ
る
日
対
外
的

に
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
生
ま
れ
故
郷
に
誇
り
を

持
て
る
よ
う
に
な
る
…
と
い
う

の
が
、
地
産
地
消
の
本
当
の
意
味
、

最
終
的
な
目
標
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

　
楽
し
い
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、

食
事
時
間
を
楽
し
い
も
の
に
す

る
こ
と
が
不
可
欠
。
そ
れ
に
は

今
一
度
伝
統
的
な
食
べ
物
を
見

直
し
、
守
り
、
育
て
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
が
で
き

れ
ば
、
結
果
的
に
、
食
料
自
給

率
も
上
が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

　
丹
後
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、

森
林
や
里
山
な
ど
の
豊
か
な
自

然
を
い
か
に
保
全
し
て
い
く
か

が
重
要
で
す
。
山
が
豊
か
に
な

れ
ば
、
森
か
ら
た
く
さ
ん
の
栄

養
を
含
ん
だ
水
が
流
れ
出
し
、

そ
れ
が
海
の
魚
や
海
藻
を
育
て
、

さ
ら
に
豊
か
な
環
境
を
育
ん
で

く
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
丹
後
の
魅
力
を
伝
え

る
側
の
私
た
ち
が
、
こ
の
土
地

に
ほ
れ
込
む
こ
と
で
す
。
か
と

い
っ
て
ほ
れ
込
み
が
強
く
な
り

す
ぎ
る
と
か
え
っ
て
肝
心
な
も

の
が
見
え
な
く
な
る
の
で
、
全

体
を
見
通
す
よ
う
な
目
で
こ
の

地
域
の
特
色
を
把
握
し
て
、
外

部
の
人
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
丹
後
に
は
海
も
あ
れ
ば
山
も

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
魚
も
野
菜

も
お
い
し
い
、
で
も
そ
れ
だ
け

で
は
だ
め
な
ん
で
す
ね
。 

　
た
と
え
ば
、
旅
館
で
い
く
ら

お
い
し
い
料
理
を
提
供
し
て
も
、

接
客
係
の
対
応
が
行
き
届
か
な

け
れ
ば
、
途
端
に
お
い
し
く
な

く
な
り
ま
す
。
食
べ
物
そ
の
も

の
よ
り
も
、
周
り
の
環
境
で
味

が
変
わ
っ
た
り
、
気
分
が
良
く

な
っ
た
り
悪
く
な
っ
た
り
と
い

っ
た
こ
と
は
多
々
あ
る
ん
で
す
。 

　
そ
う
い
っ
た
点
に
注
意
し
な

が
ら
、
み
ん
な
で
地
域
を
つ
く

っ
て
い
け
ば
、
も
っ
と
居
心
地

の
い
い
、
す
ば
ら
し
い
丹
後
に

な
る
と
思
い
ま
す
よ
。 

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
観
光
。

観
光
と
は
「
光
」
を
「
観
る
」

と
書
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
の

地
域
の
光
、
誇
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に

伝
え
、
地
域
の
人
た
ち
を
元
気

に
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
。 

　
た
だ
、
そ
の
誇
り
を
外
部
に

見
せ
る
前
に
、
そ
の
人
た
ち
の

思
い
を
よ
り
美
し
く
見
せ
る
よ

う
に
「
磨
く
」
作
業
が
大
事
で
す
。 

　
地
域
の
宝
を
探
し
、
磨
き
、

誇
っ
て
、
外
部
に
伝
え
る
。
そ

し
て
最
後
に
、
外
部
の
人
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
て
形
を
変
え
て

い
く
。
こ
の
五
つ
の
ス
テ
ッ
プ

で
地
域
を
活
性
化
さ
せ
て
い
こ

う
と
い
う
の
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
基
本
的
理
念
な
ん
で
す
。 

飯 尾　毅 さん 

中 江  伸 子 さん 

伊 藤  五 美 さん 

真 板  昭 夫 さん 

飯尾さんは、無農薬の
米づくりにこだわり、おい
しく安全な酢づくりを続
けながら、丹後・世屋地
区の宝、棚田を維持・保
全。その風景や魅力を
伝承させながら、世屋の
活性化にも尽力されて
います。 

（株）飯尾醸造社長・ 
NPO里山ネットワーク世屋理事長 

「おもてなしの心」を原
点に活動中の中江さん。
「KTRおかみさんアテン
ド列車」に乗り込み観
光客を出迎えるなど、さ
まざまな工夫に挑戦。
宿泊客から丹後の魅力
や生のニーズを聞き、活
動の原動力とされてい
ます。 

伊藤さんは、京北・美山
町を中心に活躍。NPO
日本エコツーリズム協
会「このガイドさんに会
いたい100人」の1人。
現在は宮津市と与謝
野町のエコツーリズム
推進に関わっておられ
ます。 

北桑の森／ガイドウォーク主宰・ 
京北自然観察インストラクター連絡会代表 

「地域の宝探し」を軸と
した、自然環境保全型
の地域活性化を主たる
テーマとして研究に取り
組んでおられる真板さん。
エコツーリズムと地域活
性の分野において、数々
の実績を挙げてこられて
います。 

京都嵯峨芸術大学芸術学部観光デザイン学科／大学院教授・ 
NPO日本エコツーリズム協会理事 

 
京丹後 　おかみさんの会前座長 宿 

丹
後
ち
り
め
ん
、 

藤
織
り
、
な
ど
伝
統
の
技 

ど
こ
に
で
も
共
通
す
る
「
食
」。 

地
産
池
消
、
特
産
物
、
郷
土
料
理 

山
の
幸
・
海
の
幸 

ブ
ナ
林
か
ら
始
ま
り
、 

棚
田
の
稲
穂
、
山
々
の
緑
、
草
花 

四
季
を
彩
る
様
々
な
色
。 

春
の
桜
、
秋
の
紅
葉
、
雪
の
白
、 

水
の
色
、
海
の
色 

丹
後
の
人
々
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心
に
触
れ
る
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人
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人
、
人
と
自
然
が 

触
れ
合
っ
て
生
ま
れ
る
幸 

祭
り
、
伝
統
芸
能
、 

語
り
継
が
れ
て
美
し
く 

飾
ら
れ
た
伝
説 

丹
後
ち
り
め
ん
、 

藤
織
り
、
な
ど
伝
統
の
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ど
こ
に
で
も
共
通
す
る
「
食
」。 

地
産
池
消
、
特
産
物
、
郷
土
料
理 

山
の
幸
・
海
の
幸 

ブ
ナ
林
か
ら
始
ま
り
、 

棚
田
の
稲
穂
、
山
々
の
緑
、
草
花 

四
季
を
彩
る
様
々
な
色
。 

春
の
桜
、
秋
の
紅
葉
、
雪
の
白
、 

水
の
色
、
海
の
色 

丹
後
の
人
々
の
心
に
触
れ
る
。 

人
と
人
、
人
と
自
然
が 

触
れ
合
っ
て
生
ま
れ
る
幸 

祭
り
、
伝
統
芸
能
、 

語
り
継
が
れ
て
美
し
く 

飾
ら
れ
た
伝
説 

食 色 飾 織 触 植 
　
い
く
ぶ
ん
夏
の
暑
さ
も
和
ら

い
で
き
た
九
月
十
二
日
・
十
三
日
、

京
都
府
北
部
一
円
で
「
平
成
二

十
一
年
度
自
然
公
園
ふ
れ
あ
い

全
国
大
会
」（
同
大
会
実
行
委
員

会
な
ど
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
宮
津
会
館
（
宮
津
市
鶴
賀
）

で
常
陸
宮
殿
下
・
同
妃
殿
下
ご

夫
妻
の
ご
臨
席
の
も
と
式
典
が
開

催
さ
れ
た
ほ
か
、市
内
で
は
、京
都

府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）

で
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
豊
か
な
自
然
環

境
に
親
し
み
、
地
域
の
環
境
保

全
や
振
興
を
追
求
す
る
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
広
く
周
知
し

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今

年
度
は
、
京
都
府
北
部
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
、
初
日
に
式
典
が

行
わ
れ
、
二
日
目
に
は
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
丹
後
文
化
会
館
で
開
催
。
そ

の
ほ
か
、
地
元
特
産
物
の
展
示

販
売
な
ど
を
行
う
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
や
、
丹
後
天
橋
立
大
江

山
国
定
公
園
や
若
狭
湾
国
定
公

園
内
を
舞
台
に
自
然
観
察
・
体

験
会
を
行
う
「
エ
コ
ツ
ア
ー
」

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
世
界

的
な
ソ
ム
リ
エ
で
料
理
評
論
家

で
も
あ
る
田
崎
真
也
さ
ん
を
迎
え
、

「
丹
後
の
『
食
』
の
宝
探
し
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
基
調
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

丹
後
の
地
域
振
興
・
環
境
保
全

活
動
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

中
江
伸
子
さ
ん
な
ど
五
人
の
か

た
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
視
点
か
ら
見

た
丹
後
の
魅
力
と
、
そ
れ
の
活

か
し
か
た
を
熱
く
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

エコツーリズム・シンポジウム エコツーリズム・シンポジウム エコツーリズム・シンポジウム 

地
産
地
消
で
人
生
を
楽
し
く 

～丹後は「　　　しょく」の玉手箱～ 

パネルディスカッション 丹後の宝探しと磨き方 丹後の宝探しと磨き方 

食 色 飾 
織 触 植 

自然公園ふれあい全国大会 平成21年度 

　パネルディスカッションでは、京都
大学大学院地球環境学堂景観生態保全
論分野准教授、深町加津枝さんをコー
ディネーターとして、さまざまな分野
から集結した 4人のパネラーのみなさ
んが「丹後の宝探しと磨き方」をテー
マに大いに話し合いました。 

丹
後
な
ら
で
は
の
魅
力
を
活
か
す 

自
分
た
ち
が
丹
後
に
ほ
れ
込
む 

居
心
地
の
い
い
地
域
を
め
ざ
す 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
意
義 

丹
後
の 

 

『
食
』 

　
　
宝
探
し 

丹
後
の 

 

『
食
』
　 

　
　
宝
探
し 

基
調 

講
演 

ソムリエ 
田崎真也さん 

の の 

「
丹
後
の
宝
」
を
活
か
し
地
域
に
活
力
を 

コーディネーター 
深町加津枝さん 

里山におけるブナ林研究の第
一人者で、丹後地域のブナ林
保全・棚田の保全・笹ぶき屋根
の技術伝承と保存など、精力
的に活動を行われています。 

市 内 で 開 催 市 内 で 開 催 
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力
強
く
選
手
宣
誓（
左
・
下
村
理
恵
さ
ん
、右
・
西
途
潤
さ
ん
） 

バスケットボール男子 

バレーボール女子 ソフトボール一般女子 

陸上競技（男子29歳以下 100m決勝） 

陸上競技（男子4×100m：30歳代・40歳代以上） 

グラウンドゴルフ男子 

サッカー ボウリング 

軟式野球 テニス 

柔　　道 ゲートボール女子 

剣　道 

（数字は順位） 

　
「
丹
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
し
て
恒
例
の
「
京
丹
後
市
総
合
体
育
大

会
」（
市
体
育
協
会
主
催
）が
、九
月
六
日
、峰
山
途
中
ヶ
丘
運
動
公
園（
峰

山
町
長
岡
）を
メ
イ
ン
会
場
に
市
内
一
円
で
開
か
れ
、市
体
育
協
会
各
支

部
の
代
表
選
手
約
二
千
人
が
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

優　勝　　　　　 
準優勝　　　　　 
第３位　 

優　勝　大宮支部 
準優勝　峰山支部 
第３位　網野支部 

第４位　久美浜支部 
第５位　弥栄支部 
第６位　丹後支部 

頂
点
を
目
指
し
て
熱
戦
を
展
開

頂
点
を
目
指
し
て
熱
戦
を
展
開 
頂
点
を
目
指
し
て
熱
戦
を
展
開 

　
午
前
八
時
か
ら
行
わ
れ
た
開
会

式
で
は
、
同
大
会
会
長
の
伊
東
嵩

英
市
体
育
協
会
会
長
が
「
選
手
の

み
な
さ
ん
、
今
日
一
日
、
躍
動
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
し
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
大
会

名
誉
会
長
の
中
山
市
長
が
選
手
の

み
な
さ
ん
を
激
励
す
る
と
と
も
に
、

選
手
を
代
表
し
て
西
途
潤
さ
ん
と

下
村
理
恵
さ
ん
（
網
野
支
部
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）
が
「
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、

正
々
堂
々
闘
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
選
手
宣
誓
。 

　
十
八
会
場
で
十
七
競
技
、
二
十

四
種
目
に
わ
た
っ
て
、
各
支
部
が

優
勝
を
め
ざ
し
て
熱
戦
を
展
開
し

ま
し
た
。 

　
絶
好
の
大
会
日
和
と
な
っ
た
こ

の
日
、
各
選
手
は
、
多
く
の
声
援

を
受
け
、
終
日
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
、
結
果
、
九
種
目
を
制
覇
し

た
大
宮
支
部
が
初
の
総
合
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。 

（2009）総合成績 （2009）総合成績 

種目別順位表 

歴代総合優勝支部 
2005年　網野支部 
2006年　峰山支部 
2007年　峰山支部 
2008年　網野支部 

総 合 成 績 
陸 上 男 子 
陸 上 女 子 
軟 式 野 球 
卓　　　　球 
バレーボール男子 
バレーボール女子 
バレーボール家庭婦人 
ソフトボール壮年男子 
ソフトボール一般女子 
ソフトテニス 
柔　　　　道 
剣　　　　道 
ゲートボール男子 
ゲートボール女子 
バドミントン 
サ ッ カ ー 
テ ニ ス 
グラウンドゴルフ男子 
グラウンドゴルフ女子 
バスケットボール男子 
バスケットボール女子 
ゴ ル フ 
ボウリング 
ソフトバレーボール 

丹後 
支部 

6
3
2
2
3
－ 
5
5
2
5
4
－ 
4
2
6
4
5
－ 
6
4
3
5
6
5
6

弥栄 
支部 

5
4
4
3
5
－ 
1
1
5
5
5
－ 
3
6
4
5
3
－ 
3
6
6
4
4
3
1

久美浜 
支部 

4
1
6
5
5
1
5
5
3
4
2
2
－ 
3
2
－ 
6
3
2
5
2
6
2
2
2

網野 
支部 

3
5
5
5
2
2
2
3
4
3
3
1
2
5
5
3
1
4
5
3
1
2
3
1
3

峰山 
支部 

2
6
3
1
1
3
4
4
5
1
1
－ 
4
4
3
2
4
2
1
2
5
3
1
4
5

大宮 
支部 

1
2
1
3
4
4
3
2
1
2
5
－ 
1
1
1
1
2
1
4
1
4
1
5
6
4

峰山 
支部 

4

…………………………………………………… 

第5回京丹後市総合体育大会 第5回京丹後市総合体育大会 第5回京丹後市総合体育大会 丹後のオ
リンピッ

ク 

丹後のオ
リンピッ

ク 

丹後のオ
リンピッ

ク 
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休憩所で笑顔がこぼれるランナー 
（丹後庁舎でつみれ汁を堪能） 

日
本
海
の
絶
景
を
背
に
峠
を
力
走 

1,016人のランナーが一斉にスタート（100kmの部・アミティ丹後前） 

今
大
会
の
ゲ
ス
ト
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

増
田
明
美
さ
ん
。
ラ
ン
ナ
ー
に
力
強
い
声
援
を
贈
ら
れ

ま
し
た
。 

　
一
〇
〇
㎞
と
六
〇
㎞
の
コ
ー
ス
を
走
破
す
る
「
二
〇
〇
九
　
歴
史

街
道
丹
後
一
〇
〇
㎞
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
、
九
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
過
去
最
多
と
な
る
千
五

百
八
十
一
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
風
光
明
び
な
秋
の
丹
後
路
で

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。 

沿
道
や
休
憩
所
で
の 

声
援
が
ラ
ン
ナ
ー
の 

背
中
を
後
押
し 

　「
歴
史
街
道
丹
後
一
〇
〇
㎞
ウ

ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
古
代
丹

後
王
国
か
ら
脈
々
と
続
く
「
歴
史

街
道
」
を
訪
ね
る
、
一
〇
〇
㎞
の

部
と
六
〇
㎞
の
部
で
構
成
。
一
〇

〇
㎞
の
部
は
午
前
四
時
三
〇
分
に

ア
ミ
テ
ィ
丹
後
前
（
網
野
町
網
野
）

を
ス
タ
ー
ト
、
六
〇
㎞
の
部
は
午

前
九
時
に
久
美
浜
町
カ
ヌ
ー
庫
前

（
久
美
浜
町
）
を
ス
タ
ー
ト
し
、

ゴ
ー
ル
の
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
を
め
ざ

し
ま
す
。
前
半
は
七
竜
峠
の
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
や
情
緒
豊
か
な
久
美
浜

湾
、
後
半
は
高
低
差
四
〇
〇
㍍
も

あ
る
碇
高
原
（
一
〇
〇
㎞
の
部
の

み
）
の
ほ
か
、
丹
後
松
島
や
屏
風

岩
な
ど
の
風
光
明
び
な
海
岸
線
を

望
め
る
の
が
特
徴
で
す
。 

　
ま
た
同
大
会
は
、
市
内
の
各
種

団
体
や
高
校
生
な
ど
約
六
百
人
に

も
及
ぶ
多
く
の
か
た
に
、
休
憩
所

の
運
営
や
交
通
整
理
な
ど
で
ご
協

力
い
た
だ
く
こ
と
で

運
営
さ
れ
て
お
り
、

厳
し
い
高
低
差
の
コ

ー
ス
を
す
ば
ら
し
い

景
色
と
歴
史
に
彩
ら

れ
た
街
並
に
後
押
し

さ
れ
る
と
と
も
に
、

人
の
温
も
り
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
大
会
と
し
て
、
毎

年
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。 

    

　
九
回
目
と
な
る
今
大
会
は
、
一

〇
〇
㎞
の
部
に
千
十
六
人
、
六
〇

㎞
の
部
に
五
百
六
十
五
人
が
参
加
。

沿
道
や
休
憩
所
の
み
な
さ
ん
の
「
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
明

る
い
声
が
響
き
、
ラ
ン
ナ
ー
の
み

な
さ
ん
か
ら
は
「
あ
り
が
と
う
」

と
お
礼
の
言
葉
が
返
さ
れ
る
な
ど
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
温
か
い
気

持
ち
で
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
休
憩
所
で
は
、
丹
後
産
の

新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
つ
く
ら
れ
た

「
ば
ら
寿
司
」（
弥
栄
庁
舎
）
や
、

地
元
で
と
れ
た
魚
の
「
特
製
つ
み

れ
汁
」（
丹
後
庁
舎
）
が
ふ
る
ま

わ
れ
る
な
ど
、
ラ
ン
ナ
ー
の
み
な

さ
ん
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
一
〇
〇
㎞
の
部
で
初
優
勝
さ
れ

た
今
西
泰
彦
さ
ん
（
京
都
府
）
は

「
景
色
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
も
と
て
も
親

切
。
次
の
休
憩
所
に
い
く
の
が
楽

し
み
で
し
た
。
沿
道
で
も
た
く
さ

ん
の
か
た
に
声
援
を
贈
っ
て
も
ら

い
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

田舎で働き隊!

強
力
助
っ
人
登
場 

強
力
助
っ
人
登
場 

　
㈲
常
吉
村
営
百
貨
店
で
は
、
農
林
水
産
省
の
「
田
舎
で
働
き

隊
！
」
事
業
に
よ
り
、
九
月
一
日
か
ら
東
田
一
馬
さ
ん
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。
東
田
さ
ん
は
、
来
年
二
月
末
ま
で
の
六
か
月
間
、

大
宮
町
常
吉
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
村
づ
く
り
活
動
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
実
践
活
動
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。 

東田一馬さん 
出身：大阪市出身 

　
京
都
大
学
法
学
部
卒
業
／

ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
Ｍ
Ｂ
Ａ（
経

営
学
修
士
）修
了
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
入

社
後
、㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
や
ヤ

フ
ー
㈱
な
ど
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

業
務
中
心
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
歴
任
。 

　 

 

　
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
農

業
の
楽
し
さ
や
農
村
地
域
に
暮

ら
す
住
民
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
を
都
市
部
の
か
た
に
も
味
わ

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
飼
料
用
の
カ
ボ
チ
ャ
で
あ
る
「
ア

ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
」

を
栽
培
し
て
重
さ
を
競
う
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
、
市
内
外
か
ら
二

十
数
個
が
出
品
。
堀
健
さ
ん
（
相

楽
群
和
束
町
）
の
巨
大
カ
ボ
チ

ャ
一
二
七
・
五
㎏
が
見
事
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
会
場
で
は
、
地
元

産
の
新
鮮
な
旬
の
野
菜
や
果
物

を
取
り
そ
ろ
え
た
「
野
菜
こ
れ

で
も
か
〜
市
」
を
は
じ
め
、
カ

ボ
チ
ャ
の
種
飛
ば
し
な
ど
も
実
施
。

種
飛
ば
し
は
一
人
二
回
の
試
技

で
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
み
な

さ
ん
は
、
口
に
含
ん
だ
種
を
思

い
き
り
吹
き
飛
ば
し
、
そ
の
飛

距
離
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

 

　 　
ま
た
、
同
百
貨
店
の
目
玉
商

品
で
あ
る
「
農
の
あ
る
く
ら
し

体
験
」
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、「
巨

大
カ
ボ
チ
ャ
収
穫
体
験
」
と
「
稲

刈
り
体
験
」
お
よ
び
刈
り
取
っ

た
稲
を
干
す
「
稲
木
干
し
体
験
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
体
験
に
は
、
京
都
市
内
か
ら

二
組
の
家
族
と
、
兵
庫
県
か
ら

九
人
の
若
者
が
参
加
。
お
互
い

協
力
し
合
っ
て
巨
大
カ
ボ
チ
ャ

の
運
搬
や
稲
木
干
し
を
手
際
よ

く
行
い
、
タ
オ
ル
で
汗
を
ぬ
ぐ

い
な
が
ら
初
め
て
の
体
験
作
業

を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。 

　 

　
こ
の
事
業
は
、
地
方
か
ら
都

市
へ
の
青
年
層
流
出
が
進
み
、

活
性
化
の
担
い
手
不
足
に
な
っ

て
い
る
地
域
が
、
都
市
住
民
と

協
働
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
農

林
水
産
省
が
実
施
。
東
田
さ
ん
は
、

地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
実
践

活
動
者
と
し
て
、
農
業
体
験
を

は
じ
め
村
づ
く
り
活
動
や
同
百

貨
店
の
経
営
な
ど
に
携
わ
り
、

地
域
資
源
の
活
用
検
討
や
新
し

い
商
品
の
開
発
な
ど
、
地
域
の

具
体
的
な
動
き
に
結
び
つ
く
よ

う
取
り
組
ま
れ
ま
す
。 

　
東
田
さ
ん
は
「
人
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
も
の

は
大
き
い
。
常
吉
と
い
う
恵
ま

れ
た
環
境
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
活
か
し
、
地
方
か
ら
世
界
に

向
け
た
情
報
発
信
や
地
方
の
強

み
を
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
」

と
抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

パ
ン
プ
キ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

魅
力
あ
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー 

　巨大カボチャの重さを競う「第23回パンプキンフェスティバル」（同実

行委員会主催）」が9月13日、㈲常吉村営百貨店（大宮町上常吉）で行われ、

市内外から約600人が参加し巨大カボチャの鑑賞やカボチャの種飛ばしな

どの楽しい企画で盛り上がりました。 

経
　
歴 

パンプキンフェスティバル パンプキンフェスティバル パンプキンフェスティバル 
第9回 2009 歴史街道丹後 
100Km100Km100Km ウルトラマラソン ウルトラマラソン ウルトラマラソン 

自分たちで刈り取った稲の稲木干し体験 

「野菜これでもか～市」を開催 

ふ
る
さ
と
の
暮
ら
し
・
世
界
へ
発
信
し
ま
す 

ふ
る
さ
と
の
暮
ら
し
・
世
界
へ
発
信
し
ま
す 

ふ
る
さ
と
の
暮
ら
し
・
世
界
へ
発
信
し
ま
す 

常吉村営百貨店 巨大カボチャ収穫と稲刈り体験同時開催 

過去最高の  
1581人が参加  
過去最高の  
1581人が参加  
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

？ ？ 

間伐作業に挑戦するボランティアのみなさん 

　大きな誤解です。 
　環境を守るには、森林に立ち入らず、
そのまま大事に保護すればいいと思う

かたも多いでしょう。たしかに正解ですが、そ
れは、原生林や自然林に限ってのことです。人
の手でつくられた森林は、人の手を入れ続け
なければうまく育ちません。 
　管理人を失った人工林は、モヤシのような
細い木ばかりの貧弱な林になります。また木
の枝葉が重なり合って太陽光を遮ることで、草
木が生えず、地表が露出し、少しの雨で土砂が
流出するもろい山になってしまいます。 
　適切に木を間引き、枝を落とすことで、立派
な大木の森をつくると同時に、森に光を入れ
草木の根を張り巡らせて、土砂崩れや洪水を
防止する効果が期待できます。 

間伐作業のあとは野間川でウナギ
捕りを体験。わなを設置した翌朝、
大きなウナギを2匹捕獲しました。 
このあと塩焼きにしておいしくい
ただきました。 

安松さんによる環境学習の様子（丹後町間人・立岩前） 

海岸の清掃活動を実施（八丁浜・網野町浅茂川） 

　
八
月
二
十
九
日
・
三
十
日
の

二
日
間
、
弥
栄
町
野
中
の
森
林

で
「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ｉ
ｎ

京
丹
後
市
」
を
開
催
し
、
日
本

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
三
十
四
人

の
み
な
さ
ん
が
森
林
の
間
伐
や

枝
打
ち
な
ど
の
作
業
を
体
験
し

ま
し
た
。 

　
森
林
は
、
空
気
中
の
二
酸
化

炭
素
を
大
量
に
吸
収
・
固
定
し

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る

ほ
か
、
地
中
に
張
り
巡
ら
せ
た

無
数
の
根
で
大
地
を
が
っ
ち
り

つ
か
ん
で
山
崩
れ
な
ど
の
災
害

を
防
ぎ
、
ま
た
水
を
大
量
に
蓄

え
る
こ
と
で
自
然
の
ダ
ム
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
す
な
ど
、
地

球
に
生
き
る
生
物
に
計
り
知
れ

な
い
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る
、

か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。 

　
し
か
し
近
年
、
山
林
を
抱
え

る
多
く
の
山
村
で
過
疎
化
や
高

齢
化
が
進
み
、
そ
れ
に
伴
っ
て

山
林
が
荒
廃
、
森
林
の
持
つ
公

益
的
な
機
能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
し

豊
か
な
緑
の
環
境
を
次
世
代
に

受
け
継
ぐ
た
め
に
、
市
で
は
平

成
十
四
年
度
か
ら
毎
年
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

「
人
と
緑
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
緑

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及

を
め
ざ
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、「
地
球

緑
化
セ
ン
タ
ー
」（
東
京
都
）
の

ご
協
力
に
よ
り
、
全
国
か
ら
参

加
者
を
募
集
し
ま
し
た
。 

  

　
間
伐
作
業
で
は
、
地
元
で
林

業
に
携
わ
る
か
た
な
ど
に
作
業

手
順
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、

約
二
〇
㌃
の
ヒ
ノ
キ
林
を
舞
台

に
参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
奮
闘
。

直
径
二
〇
㌢
は
あ
ろ
う
か
と
い

う
ヒ
ノ
キ
を
ノ
コ
ギ
リ
で
伐
っ

た
り
、
切
り
倒
し
た
木
材
を
運

び
出
し
た
り
と
、
普
段
経
験
す

る
こ
と
の
な
い
森
林
作
業
を
額

に
汗
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
の
か
た
は
「
間
伐
作

業
は
大
変
だ
っ
た
が
、
ど
こ
か

懐
か
し
く
感
じ
る
風
景
が
と
て

も
気
持
ち
よ
か
っ
た
」
、
「
な
に

か
自
然
環
境
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
思
い
参
加
し
た
。

多
く
の
ひ
と
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
こ
う
い
っ
た
活
動
が
も
っ

と
増
え
れ
ば
い
い
と
思
う
」
な

ど
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
今
年
、
市
商
工
会

青
年
部
が
立
ち
上
げ
た
地
域
貢
献
委
員
会

の
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
き
れ

い
に
し
て
い
く
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、

市
内
の
海
岸
の
地
形
や
地
質
、
動
植
物
な

ど
に
つ
い
て
学
び
、
清
掃
活
動
の
重
要
性

を
訴
え
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
児
童
た
ち
が
楽
し
く
参
加
で
き

る
よ
う
に
と
清
掃
活
動
の
ほ
か
、
環
境
学

習
や
環
境
問
題
○
×
ク
イ
ズ
を
は
じ
め
、

サ
ン
ダ
ル
を
輪
の
中
心
め
が
け
て
飛
ば
す

「
は
だ
し
で
サ
ン
ダ
ー
ツ
」
と
い
っ
た
企

画
を
盛
り
込
み
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
清
掃
活
動
で
は
、
約
一
時
間
か
け
て
児

童
ら
が
瓶
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
漂
着
物
を

細
か
く
拾
い
ま
し
た
。 

　
環
境
学
習
で
は
、
安
松
貞
夫
さ
ん
（
琴

引
浜
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
館
長
）

を
講
師
に
招
き
実
施
。
安
松
さ
ん
は
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
は
微
生
物
が
分
解
で
き
な
い

た
め
、
細
か
く
な
っ
て
海
岸
に
蓄
積
さ
れ

る
」
な
ど
と
、
自
作
の
紙
芝
居
を
用
い
て

生
態
系
や
環
境
へ
の
悪
影
響
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
さ
れ
、
参
加
し
た
児
童
や
保
護

者
の
か
た
た
ち
は
、
熱
心
に
話
に
聞
き
入

り
ま
し
た
。 

　
同
地
域
貢
献
委
員
会
は
、
今
後
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
地
域
貢
献
の
取
り
組
み
を
実
施

さ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。 

　秋分の日の9月 23日、立岩周辺（丹後町間人）で市
内の小学4、5、6年生を対象に「レレレ大作戦」と称し
た海岸清掃（市商工会青年部主催）が、児童、保護者、
市商工会青年部のかた約130人により行われました。 

　
全
国
の
サ
ー
フ
ポ
イ
ン
ト
で
サ
ー
フ
ァ

ー
の
み
な
さ
ん
が
海
岸
清
掃
を
行
う
取
り

組
み
、「
Ｎ
Ｓ
Ａ
サ
ー
フ
ァ
ー
ズ
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
Ａ
Ｃ
Ｔ
２
０
０
９
」（
日
本
サ

ー
フ
ィ
ン
連
盟
主
催
）
が
九
月
六
日
・
十

三
日
に
全
国
で
一
斉
に
開
催
さ
れ
、
京
都

府
内
で
は
十
三
日
に
浜
詰
海
岸
（
網
野
町

浜
詰
）
と
八
丁
浜
（
網
野
町
浅
茂
川
）
の

両
海
岸
で
海
岸
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
も
「
海
」
と
い
う
大
自
然
を
思

い
き
り
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
海
を

守
る
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
込
め
て
、
同

連
盟
が
平
成
十
九
年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ

て
お
り
、
同
連
盟
会
員
を
中
心
に
総
勢
一

万
五
千
人
が
全
国
百
五
十
か
所
の
海
岸
清

掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
府
内
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
全
国
的

に
も
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
サ
ー
フ
ポ

イ
ン
ト
の
浜
詰
海
岸
と
八
丁
浜
で
行
わ
れ
、

浜
詰
海
岸
で
は
午
前
八
時
か
ら
、
八
丁
浜

で
は
午
前
十
時
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
清
掃
活
動

を
実
施
。
地
元
サ
ー
フ
ァ
ー
の
み
な
さ
ん

を
は
じ
め
京
阪
神
地
域
か
ら
延
べ
約
五
百

人
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
や
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
を
て
い
ね
い
に
取
り
分
け
ま

し
た
。 

　
同
連
盟
京
都
支
部
の
北
村
貴
彦
支
部
長

は
「
サ
ー
フ
ィ
ン
は
海
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
。
浜
詰
海
岸
や
八
丁
浜
で

の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
を
通
じ
て
、
サ

ー
フ
ァ
ー
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
と
と
も
に
、
多
く
の
か
た
に
海
や

海
岸
を
き
れ
い
に
す
る
意
識
を
高
め
て
も

ら
い
た
い
」
と
活
動
へ
の
思
い
を
話
さ
れ

ま
し
た
。 

森林ボランティア 森林ボランティア 

木を伐るのは環境破壊じゃないの？ 

森
に
触
れ
、人
と
出
会
出
会
い
、現
在
現
在
を
知
る 

森
に
触
れ
、人
と
出
会
出
会
い
、現
在
現
在
を
知
る 

森
に
触
れ
、人
と
出
会
い
、現
在
を
知
る 

い  

ま 

in京丹後市 in京丹後市 開催 開催 

緑を守り、未来へ伝える 緑を守り、未来へ伝える 

開
催
の
目
的 

作
業
を
と
お
し
て 

自分たちのまちは自分たちの手で 
 

海岸清掃と環境学習を実施 
レレレ大作戦 

捨
て
な
い 

捨
て
さ
せ
な
い 

海岸ごみ 

サ
ー
フ
ァ
ー
ズ
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
実
施 

全
国
の
サ
ー
フ
ァ
ー
が
一
斉
清
掃 
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あしぎぬ温泉前 
弥栄病院前 

八丁浜 シ ー サ イ ドパ ー ク 

浅茂川区民会館前 
 
ア ミ テ ィ ・ 網野庁舎前 

 

平田口 

浜詰 

青山 

柴古 

箱石 

上野 

中立 
中立上 

たちばな診療所前 

デイサービスセンター 

き
つ 

お
ん
せ
ん 

木津温泉駅 

新庄 加茂川 

買
い
物
や
通
院
、
温
泉
入
浴
な
ど
に 

上
限
二
百
円
バ
ス
は
活
躍
し
ま
す 

弥栄網野砂丘線 弥栄網野砂丘線 沿線の魅力沿線の魅力 沿線の魅力 弥栄網野砂丘線 弥栄網野砂丘線 沿線の魅力 沿線の魅力 

同路線の時刻は9月25日発行
の「第7版  京丹後市バス・鉄道・
航空時刻表（冊子）」をご覧く
ださい。 

　
市
と
丹
後
海
陸
交
通
㈱
が
協
働
で
実
証
運
行
を
行
っ
て
い
る
「
上
限
二

百
円
バ
ス
」
の
順
調
な
運
行
状
況
を
踏
ま
え
、
現
在
の
弥
栄
病
院
線
（
弥

栄
病
院
〜
島
津
〜
網
野
駅
間
）
を
十
月
一
日
か
ら
、
木
津
・
浜
詰
・
箱

石
・
平
田
地
域
ま
で
延
伸
（
実
証
運
行
）
す
る
、
新
路
線
が
誕
生
し
ま
し

た
。 

 

　
同
路
線
の
延
伸
は
、
八
月
三
十

一
日
に
開
催
し
ま
し
た
京
丹
後
市

地
域
公
共
交
通
会
議
（
会
長
　
中

山
泰
市
長
）
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
議
で
は
、
国
土
交
通
省
近
畿

運
輸
局
京
都
運
輸
支
局
の
足
立
首

席
運
輸
企
画
専
門
官
を
副
会
長
に

迎
え
、
委
員
で
あ
る
京
丹
後
警
察

署
・
市
区
長
連
絡
協
議
会
・
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
身
体
障
害
者

団
体
連
合
会
の
代
表
の
み
な
さ
ん

が
活
発
に
議
論
。「
高
齢
者
の
み

な
さ
ん
の
通
院
や
買
い
物
の
た
め

の
移
動
手
段
と
し
て
、
さ
ら
に
は

観
光
客
の
み
な
さ
ん
の
市
内
観
光

を
支
え
る
公
共
交
通
と
し
て
、
ま

ち
の
活
性
化
の
た
め
に
魅
力
的
な

路
線
へ
と
成
長
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
交
わ 

さ
れ
ま
し
た
。 

バス停 
「弥栄病院前」 

バス停 
「あしぎぬ温泉前」 

バス停 
「丹後あじわいの郷」 

バス停 
「八丁浜シーサイドパーク」 

バス停「日吉橋」 
　　浅茂川温泉 静の里 

バス停 
「木津温泉駅」 

バス停「青山」 
　　　外湯　花ゆうみ 

バス停「平田口」 
　　　　　久美浜温泉 

　従来の弥栄病院線は、弥栄病院～島津・浅茂川経由～網

野駅間の延長16.5ｋｍの路線ですが、10月１日からは、現

在の運行便数を確保しつつ、網野駅から木津・浜詰・箱石・

平田地域まで路線を延伸し、延長が約30ｋｍの新路線「弥

栄網野砂丘線」が誕生しました。 

　運賃は、路線内どこまで乗っても１回あたり大人上限200

円（子ども上限100円）です。また回数券のご利用により、

さらに安くご利用いただけます。さまざまな利用目的に合

わせた、沿線の魅力があふれる新路線をぜひご利用ください。 

※延伸区間につきましては、鉄道（北近畿タンゴ鉄道）
との並行路線となるため、高等学校への通学時間
帯における運行が行えませんので、ご了承ください。 

　あわせて、鉄道の積極的なご利用もお願いします。 

………………………………………………………… 

…………………………………… 

「まちの活性化」への大きな期待をのせて 
～上限200円バスの取り組み～ 

エ
リ
ア
を
さ
ら
に
拡
充 

10月1日 
から 
10月1日 
から 

四
年
目
を
迎
え 

実証運行 

10月1日から延伸する区間 
（13か所に停留所を新設） 

現在の運行区間 
（主なバス停のみ表記） 

弥栄網野砂丘線（現在の弥栄病院線を拡充した新路線名） 
路線図概要（10月1日以降） 

凡例 

停 留 所 名 

弥栄網野砂丘線 

●●●● 

上限200円バスの実証運行（路線バスの一部路線）開始 １年目 平成18年10月1日～ 

全路線（路線バス、市営バス）に適用拡大　 ２年目 平成19年10月1日～ 

新たに長岡・善王寺・浅茂川地域への運行を開始 ３年目 平成20年10月1日～ 

新たに木津・浜詰・箱石・平田地域への運行を開始 新たに木津・浜詰・箱石・平田地域への運行を開始 ４年目 平成21年10月1日～ 

運行ダイヤは時刻表（9月25日発行）をご覧ください 

新
た
に 

弥
栄
網
野
砂
丘
線

弥
栄
網
野
砂
丘
線 

弥
栄
網
野
砂
丘
線

弥
栄
網
野
砂
丘
線 

弥
栄
網
野
砂
丘
線 

誕
生
誕
生 

誕
生
誕
生 

誕
生 

現
在
の
弥
栄
病
院
線
を
延
伸
し
、 

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

木津・浜詰・平田 弥栄間を毎日運行します 網野 
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表
　
　
　
彰 

表
　
　
　
彰 

下岡達弥さん 大町貞樹さん 

本田大智くん 

　
下
岡
さ
ん
は
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
の
間
人
郵
便

局
勤
務
を
皮
切
り
に
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
ま
で
の

三
十
九
年
有
余
に
わ
た
り
、
特
定
郵
便
局
に
在
職
さ

れ
ま
し
た
。
在
職
期
間
中
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
か

ら
は
特
定
郵
便
局
長
に
任
ぜ
ら
れ
中
浜
郵
便
局
長
に
、

昭
和
五
十
二
年
六
月
か
ら
は
間
人
郵
便
局
長
を
歴
任
。

率
先
垂
範
し
て
職
務
の
遂
行
に
あ
た
り
、
持
ち
前
の

忍
耐
強
さ
と
責
任
感
お
よ
び
旺
盛
な
意
欲
を
も
っ
て

献
身
的
に
職
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
特
定
郵
便
局
長
と
な
っ
て
か
ら
は
、
永
年
の

経
験
で
培
っ
た
豊
富
な
業
務
知
識
と
卓
越
し
た
経
営

手
腕
を
も
っ
て
職
務
に
精
励
。
郵
政
事
業
の
社
会
的

使
命
を
深
く
認
識
し
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
五
十
二
年
四
月
か
ら

昭
和
五
十
三
年
三
月
ま
で
の
間
、
丹
後
特
定
郵
便
局

長
業
務
推
進
連
絡
会
竹
野
部
会
会
長
と
し
て
も
活
躍
。

温
厚
・
誠
実
な
人
柄
と
卓
越
し
た
指
導
力
を
も
っ
て

部
会
内
の
連
携
融
和
を
図
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
郵
政

事
業
発
展
へ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
受
章
さ
れ
ま

し
た
。 

　
第
五
回
目
と
な
る
京
丹
後
市
長

杯
争
奪
学
童
野
球
大
会
（
京
丹
後

市
野
球
協
会
主
催
）
が
七
月
か
ら

八
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
峰
山

球
場
な
ど
で
二
十
三
チ
ー
ム
に
よ

る
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
町
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
か

ら
環
境
省
自
然
公
園
指
導
員
と
し
て
、
三

十
一
年
の
永
き
に
わ
た
り
八
丁
浜
（
網
野

町
）
の
清
掃
活
動
を
継
続
さ
れ
、
自
然
公

園
の
美
化
清
掃
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
同
海
岸
を
は
じ
め
山
陰
海
岸
国
立
公

園
内
な
ど
の
巡
視
活
動
な
ど
も
行
い
、
公

園
を
利
用
さ
れ
る
か
た
に
対
す
る
適
切
な

助
言
や
指
導
を
行
う
な
ど
、
公
園
利
用
に

お
け
る
マ
ナ
ー
の
向
上
や
事
故
防
止
な
ど

に
も
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動

は
年
間
約
百
四
十
日
に
も
及
ぶ
な
ど
、
自

然
環
境
保
全
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
八
丁
浜
を
中
心
と
し
た

自
然
公
園
に
お
い
て
、
美
化
清
掃
活
動
や

自
然
保
護
思
想
の
普
及
啓
発
に
永
年
継
続

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
そ
の
功

績
が
高
く
評
価
さ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
松
尾
さ
ん
は
、
昭
和
六
十

二
年
か
ら
、「
琴
引
浜
鳴
り
砂

を
守
る
会
」
で
永
年
に
わ
た

り
琴
引
浜
の
鳴
り
砂
保
護
活

動
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、
定

期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
や
美
化

清
掃
活
動
な
ど
に
よ
る
琴
引

浜
の
鳴
り
砂
保
全
活
動
を
通
じ
、

自
然
保
護
思
想
の
普
及
・
啓

発
を
は
じ
め
、
自
然
公
園
の

保
護
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
丹
後
天
橋

立
大
江
山
国
定
公
園
内
で
あ

る
琴
引
浜
に
お
い
て
、
鳴
り

砂
保
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
保
全
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
功
績
が

高
く
評
価
さ
れ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。 

　
永
井
さ
ん
は
、
平
成
六
年

七
月
か
ら
自
然
公
園
指
導
員

と
し
て
約
十
五
年
に
わ
た
り
、

山
陰
海
岸
国
立
公
園
、
久
美

浜
湾
を
中
心
に
、
野
鳥
な
ど

の
観
察
・
保
護
活
動
を
実
施

さ
れ
、
ま
た
公
園
利
用
者
へ

の
自
然
解
説
や
市
民
の
か
た

を
対
象
と
し
た
自
然
観
察
会

の
講
師
も
務
め
ら
れ
る
な
ど
、

自
然
保
護
思
想
の
普
及
お
よ

び
自
然
公
園
の
保
護
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
永
年
に
わ

た
り
自
然
公
園
指
導
員
と
し

て
環
境
保
全
行
政
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
功

績
が
高
く
評
価
さ
れ
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。 

　
平
井
さ
ん
は
、
平
成
十
九

年
度
か
ら
京
都
府
内
山
保
全

林
監
視
員
を
、
ま
た
平
成
二

十
年
度
か
ら
は
自
然
公
園
指

導
員
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
宮
町
の
内
山
ブ
ナ
林
の
保

全
整
備
や
監
視
活
動
を
は
じ
め
、

ブ
ナ
林
観
察
会
や
天
体
観
測

な
ど
の
講
師
を
務
め
ら
れ
る

な
ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
丹
後
天
橋

立
大
江
山
国
定
公
園
を
中
心
に
、

ブ
ナ
林
保
護
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
保
全
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
功

績
が
高
く
評
価
さ
れ
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。 

55Kg級 織田　康博 

スプリントＣ-2 後川　拳吾（3年生） 

酒井　精也（3年生） 

競泳少年男子 岡田　知晃（2年生） 
69Kg級 荻野　日翼（3年生） 

85Kg級 中西　研太（3年生） 

50Kg級 

55Kg級 

60Kg級 

西　　洸大（3年生） 

花田　吉弘（3年生） 

新川　武弥（2年生） 

（敬称略） 

優
　
勝 

峰
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

五
箇
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ 

準
優
勝 

新
山
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

笠
井
杯 

元
特
定
郵
便
局
長 

　
下
岡 

達
弥
さ
ん
（
丹
後
町
間
人
） 

　
　
　 

瑞
宝
双
光
章
を
受
章 

自然公園関係功労者　環境大臣表彰を受賞 

自然公園関係功労者　京都府知事表彰を受賞 

大
町 

貞
樹
さ
ん
　 

（
網
野
町
浅
茂
川
） 

松
尾 

庸
介
さ
ん
　 

（
網
野
町
掛
津
） 

永
井 

力
男
さ
ん
　 

（
久
美
浜
町
神
崎
） 

平
井 

久
夫
さ
ん
　 

（
大
宮
町
善
王
寺
） 

第21年度 第64回国民体育大会（トキめき 新潟国体） 

レスリング成年男子 
グレコローマンスタイル 

【9月27日～9月30日】 
【新潟県　新潟市】 

レスリング少年男子 
フリースタイル 

【9月27日～9月30日】 
【新潟県　新潟市】 

カヌー 【10月2日～10月5日】 
【新潟県　長岡市】 

水　泳 【9月11日～9月13日】 
【新潟県　長岡市】 

ウエイトリフティング少年男子 
【9月27日～9月29日】 

【新潟県　三条市】 

ウエイトリフティング少年男子 
【9月27日～9月29日】 

【新潟県　三条市】 

ご出場おめでとうございます 
久美浜高等学校 久美浜高等学校 久美浜高等学校 社　会　人 社　会　人 社　会　人 加悦谷高等学校 加悦谷高等学校 加悦谷高等学校 

網野高等学校 網野高等学校 網野高等学校 

第23回 全国男子中学生 
ウェイトリフティング競技選手権大会 
　　　　　　　　　　　　（８月１日　大阪府　　　　　　　　　　　　（８月１日　大阪府 羽曳野市）羽曳野市） 

第23回 全国男子中学生 
ウェイトリフティング競技選手権大会 
　　　　　　　　　　　　（８月１日　大阪府　　　　　　　　　　　　（８月１日　大阪府 羽曳野市）羽曳野市） 

第23回 全国男子中学生 
ウェイトリフティング競技選手権大会 
　　　　　　　　　　　　（８月１日　大阪府 羽曳野市） 

50kg級  優 勝 

本田 大智くん 
（大宮中学校2年生） 

第５回京丹後市長杯争奪 学童野球大会 第５回京丹後市長杯争奪 学童野球大会 第５回京丹後市長杯争奪 学童野球大会 
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次
の
夏
ま
で
に 

３
キ
ロ
や
せ
る 

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
誌
上
経
営
セ

ミ
ナ
ー
担
当
の
吉
田
俊
也
で
す
。
今
日
も

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
ご
一
緒
に
勉
強
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

　
さ
て
、
今
回
か
ら
「
事
業
計
画
」
の
話

に
入
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
話
を
踏
ま
え
て
、

あ
な
た
の
ご
商
売
を
「
計
画
的
に
発
展
さ

せ
る
」
た
め
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
、

今
回
を
含
め
て
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

※
な
お
、
こ
の
記
事
を
お
読
み
の
か
た
に
は
、

　
事
前
に
事
業
計
画
書
の
様
式
を
入
手
し

　
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
無
料
の
様

　
式
が
数
多
く
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

　
簡
単
に
入
手
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
お
近
く
に
な

　
い
場
合
に
は
、
税
理
士
や
行
政
書
士
、

　
商
工
会
な
ど
に
ご
相
談
い
た
だ
い
て
も

　
よ
い
で
し
ょ
う
。 

　
今
回
は
事
業
計
画
作
成
の
序
章
と
し
て
、

事
業
計
画
と
は
何
か
、
事
業
計
画
が
な
ぜ

必
要
な
の
か
、
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ

と
に
し
ま
す
。 

　「
事
業
計
画
」
と
は
そ
の
名
の
通
り
「
事

業
＝
商
売
の
計
画
」
で
あ
り
、「
事
業
計
画

書
」
と
は
「
そ
の
計
画
が
記
さ
れ
た
書
類
」

を
指
し
ま
す
。
つ
ま
り
事
業
計
画
と
は
あ

な
た
の
商
売
の
見
通
し
を
示
す
も
の
、「
会

社
の
青
写
真
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
と

す
れ
ば
、
事
業
計
画
は
ど
ん
な
商
売
に
も

必
要
不
可
欠
な
も
の
と
言
え
ま
す
。 

　
現
代
で
は
ど
の
会
社
で
も
信
用
取
引
（
掛

取
引
＝
い
わ
ゆ
る
〝
ツ
ケ
〞
）
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
将
来
に
わ
た
っ
て
商

売
を
続
け
る
こ
と
を
前
提
に
、
支
払
い
を

先
延
ば
し
し
て
く
れ
る
あ
り
が
た
い
仕
組

み
で
す
。
信
用
取
引
の
お
か
げ
で
資
金
繰

り
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
会
社

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
あ

な
た
の
商
売
が
こ
の
先
も
続
く
、
だ
か
ら

ち
ゃ
ん
と
お
金
を
払
っ
て
く
れ
る
は
ず
だ
」

と
い
う
信
用
が
前
提
と
し
て
あ
る
か
ら
こ

そ
成
り
立
つ
仕
組
み
な
の
で
す
。 

　
仕
事
柄
、
私
は
事
業
計
画
の
作
成
を
お

勧
め
す
る
立
場
で
す
が
、「
ウ
チ
に
は
事
業

計
画
な
ん
て
必
要
な
い
よ
」
と
お
っ
し
ゃ

る
経
営
者
さ
ん
に
も
数
多
く
出
会
い
ま
す
。

し
か
し
、
事
業
計
画
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

商
売
を
継
続
す
る
青
写
真
を
描
け
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
将
来
の
見
え
な

い
事
業
に
対
し
て
い
つ
ま
で
も
お
金
を
融

通
し
て
く
れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

事
業
計
画
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
商
売

に
と
っ
て
致
命
傷
に
な
り
か
ね
な
い
、
と

い
う
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
そ
れ
を
『
事
業
計
画
書
』
と

い
う
書
類
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
と

言
わ
れ
れ
ば
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん

よ
ね
。
し
か
し
、
こ
の
問
い
に
も
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」

と
自
信
を
持
っ
て
答
え
ら
れ
る
理
由
が
あ

る
の
で
す
。 

　
例
え
ば
、
と
も
に
三
㌔
や
せ
た
い
と
思

う
人
が
二
人
い
た
と
し
て
、
Ａ
さ
ん
は
そ

の
目
標
を
心
に
刻
み
、
Ｂ
さ
ん
は
そ
の
目

標
を
心
に
刻
む
だ
け
で
な
く
紙
に
書
い
て

ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の
前
に
貼
っ
た
と

し
た
ら
、
ど
ち
ら
の
ほ
う
が
達
成
の
可
能

性
が
高
い
と
思
い
ま
す
か
？ 

　
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
目
標
を
持
っ
た
と

し
て
も
、
そ
の
目
標
を
い
つ
も
目
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
い
っ
そ
う
意
識
す
る

機
会
が
多
く
な
り
、
達
成
の
可
能
性
が
上

が
る
の
で
す
。 

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
い
う
個
人
的
な
目
標
を

例
に
と
り
ま
し
た
が
、
こ
の
方
法
を
会
社

な
ど
の
組
織
に
取
り
入
れ
た
場
合
、
よ
り

大
き
な
差
が
出
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
個
人

の
場
合
に
は
自
分
が
設
定
し
た
目
標
を
「
思

い
出
す
」
だ
け
で
事
足
り
る
一
方
、
組
織

に
は
経
営
者
以
外
の
メ
ン
バ
ー
も
存
在
す

る
た
め
、「
思
い
出
す
」
よ
り
前
に
、「
共

有
す
る
」「
浸
透
す
る
」
こ
と
が
必
要
と
な

る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
共
有
」「
浸

透
」
の
た
め
に
は
、
常
に
目
に
見
え
る
（
確

認
で
き
る
）
状
態
に
し
て
お
く
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
す
。
経
営
者
の
想
い
も
見
え

る
形
に
し
て
お
く
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
の

想
い
や
力
を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
ま
で

も
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
事

業
計
画
は
、
経
営
者
の
胸
の
内
に
と
ど
め

て
お
く
よ
り
も
、
文
書
と
し
て
全
員
に
「
見

え
る
化
」
し
た
ほ
う
が
、
実
現
の
可
能
性

は
遥
か
に
高
ま
る
の
で
す
。 

 

　
今
回
の
記
事
の
表
題
は
「
事
業
計
画
を

つ
く
ろ
う
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

に
は
「
中
身
を
充
実
さ
せ
る
」
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、「
計
画
を
見
え
る
化
す
る
」
こ
と

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
次
回
以
降
、
具
体

的
に
事
業
計
画
書
を
書
き
進
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
様
式
の
ご
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。 

　
白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
の
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
は
、「
骨
髄
移
植
」
は
有
効
な
治
療
法
の
一
つ
で

す
。
骨
髄
移
植
を
受
け
る
た
め
に
は
、
白
血
球
の

型
が
一
致
す
る
ド
ナ
ー(

提
供
者)

が
必
要
で
す
が
、

型
が
一
致
す
る
確
率
は
非
常
に
低
く
、
年
間
で
約

二
千
人
を
数
え
る
骨
髄
移
植
希
望
者
の
う
ち
約
半

数
の
か
た
は
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
ら
な
い
状
態
で
す
。 

　
昨
年
十
二
月
末
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
は
三
十
二

万
九
千
人
を
超
え
、
全
国
目
標
三
十
万
人
を
突
破

し
、
毎
年
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
登
録
は
十
八
歳
か
ら
五
十
四
歳
ま
で

の
健
康
な
か
た
に
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
五
十

五
歳
に
到
達
す
る
と
登
録
が
自
動
的
に
取
り
消
さ

れ
ま
す
。 

　
今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
か
た
に
登
録
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
に
骨
髄
移
植
の
可
能

性
が
生
ま
れ
ま
す
。
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
登
録
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。 みんなの力で築いてきた「生きる喜び」 

～1万人のありがとう～ 
みんなの力で築いてきた「生きる喜び」 

～1万人のありがとう～ 

　1993年 1月に日本骨髄バンクによる初の骨髄移植を
実施してからちょうど16年、昨年（2008年）12月に
骨髄バンクを介した骨髄移植例数が1万例に到達しまし
た。 

　1万例の移植、イコール（＝）1万人のドナーさん
がいることに感激です。親から生命を受け、そして
第2の命をドナーさんにいただいてから、今、こうし
て普通に生きています。再びあの美しい自然に会い
たい、音楽を聴きたい、友人たちに会いたい、とた
くさんの願いを胸に闘病してきました。 
　ドナーさんのお陰で、その願いが叶っています。
ほんとうにありがとう。 

※資料は、厚生労働省、骨髄移植推進財団、日本赤十字社、京都府から 

1994年移植（田島さん） 

18～ 54歳までの、健康で骨髄提供について十分に
理解されているかた 

体重が男性45kg・女性40kg以上のかた 

実際に提供していただくのは20歳を過ぎてからです。 
詳しくは、リーフレット「チャンス」をお読みください。 
「チャンス」は、健康推進課（蕁69-0350）および丹
後保健所（蕁62-4312）にありますので、必要なかた
はお申し出ください。 

ドナー登録については、献血実施
会場の受け付けまたは、丹後保健
所（要予約・蕁 62-4312）へお申
し込みください。 
※丹後保健所での実施日時 
　　毎週水曜日9：00～11：00

患者さんからのメッセージ 

京丹後市の社資目標額　5,200,000円 

京丹後市の社資合計額　7,381,495円 

　平成21年度 ｢赤十字社員増強運動｣は、多くのみなさん
のご協力により、目標額を大きく上まわりました。ご協力
ありがとうございました。 
　みなさんからお寄せいただきました社資は、災害救護活
動をはじめ、健康安全講習の普及、医療事業や献血事業の
推進、ボランティアの育成強化など、さまざまな赤十字事
業に役立てられます。 

※詳しくは、日本赤十字社京都府支部京丹後市地区（生
活福祉課内蕁69-0310）へお問い合わせください。 

平成21年度赤十字社員増強運動 
結果について 

………………………………… 

　〈
其
の
一
　
事
業
計
画
と
は
〉 

「
事
業
計
画
を
つ
く
ろ
う
」 

 「
事
業
計
画
を
つ
く
ろ
う
」 

 

講
師 

・ 

吉
田
俊
也
さ
ん 

事
業
者
の
み
な
さ
ん
を
支
援
し
ま
す 

経
営
セ
ミ
ナ
ー

経
営
セ
ミ
ナ
ー 

経
営
セ
ミ
ナ
ー

経
営
セ
ミ
ナ
ー 

経
営
セ
ミ
ナ
ー 
誌
上 

第
六
回 

十
月
は

十
月
は
「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
」

「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
」
月
間
で
す

月
間
で
す 

十
月
は
「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
」
月
間
で
す 

ドナー登録できるかた ドナー登録できるかた 

ド
ナ
ー
バ
ン
ク
に
ご
登
録
お
願
い
し
ま
す

ド
ナ
ー
バ
ン
ク
に
ご
登
録
お
願
い
し
ま
す 

ド
ナ
ー
バ
ン
ク
に
ご
登
録
お
願
い
し
ま
す

ド
ナ
ー
バ
ン
ク
に
ご
登
録
お
願
い
し
ま
す 

ド
ナ
ー
バ
ン
ク
に
ご
登
録
お
願
い
し
ま
す 

ご協力ありがとうございました ご協力ありがとうございました ご協力ありがとうございました 
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◆調査期間…平成21年６月26日～７月15日 
◆調査方法…郵送によるアンケート（無記名方式） 
◆調査事業…30事業（京丹後市総合計画の計画項目ごとを基本に

選出） 
◆調査対象…無作為抽出の高校生以上の市民のみなさん3,200人 
 　　　　　（有効回答者数は1,177人、回収率は36.78％） 
◆調査内容…30事業の「重要性の度合い」および「使った金額の

度合い」を個別に調査しました。 

重要性の度合い 重要性の度合い 重要性の度合い 

【回答の選択肢】 【回答の選択肢】 【回答の選択肢】 

使った金額の度合い 使った金額の度合い 使った金額の度合い 

▼高い評価の事業（上位５事業） 

・除 雪 の 実 施…………………3.39

・有害鳥獣の捕獲…………………3.33

・有害ごみの処理…………………3.32

・市道の環境整備…………………3.28

・市民と一体となった 
　救急救命に向けた取組の推進…3.27

非常に重要…………４ポイント 
重要である…………３ポイント 
あまり重要でない…２ポイント 
重要でない…………１ポイント 
わからない…………０ポイント 

もっと使うべき……４ポイント 
ちょうどよい………３ポイント 
使いすぎ……………２ポイント 
税金を使う必要なし…１ポイント 
わからない…………０ポイント 

▼高い評価の事業（上位５事業） 

・市民と一体となった 
　救急救命に向けた取組の推進…3.31
・防犯灯設置の助成………………3.26
・６次産業創造プロジェクト 
　の推進……………………………3.26
・有害鳥獣の捕獲…………………3.16
・ファミリーサポートセンターの運営…3.16

（単位：ポイント） 

（単位：ポイント） 

評価の基準 
高い評価………3.00ポイント以上 

やや高い評価…2.50～2.99ポイント 

やや低い評価…2.00～2.49ポイント 

低い評価………1.99ポイント 

調査回答の選択肢 
・最高値４ポイント 
・最低値1ポイント 
（平均2.5ポイント） 

使
っ
た
金
額
の
度
合
い 

使
っ
た
金
額
の
度
合
い 

峰山都市公園の管理 

ものづくり産業の人材育成 

小・中学校の情報化教育の促進 

健康相談・指導の実施 

青少年教室の実施 

除雪の実施 

河川の環境整備 

文化財保全活動への助成 

ふるさと共援活動の支援 

青少年スポーツ教室の支援 

住宅・建築物の耐震診断の推進 
海業振興の支援 

地域福祉向上の支援 

くらしの資金の貸付 

農道・水路等補修の支援 

住宅水洗化の助成 

ファミリーサポートセンターの運営 
6次産業創造プロジェクトの推進 

女性が創る観光のまちの推進 
環境保全意識の啓発 

高齢者の生きがい活動の支援 
有害ごみの処理 
有害鳥獣の捕獲 
市道の環境整備 

防犯灯設置の助成 

市民と一体となった 
救急救命に向けた取り組みの推進 

起業・経営多角化等の支援 
地域コミュニティ活動等への助成 

市民力活性化の支援 

人権啓発の推進 

必要性の度合い 重要性の度合い 

あまり重要でない 非常に重要 

も
っ
と
使
う
べ
き 

使
い
す
ぎ 

1.5 2.0 2.5 3.0 3.5

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

平均 

平均 

　 

       

　
個
々
の
事
業
の
「
重
要
性
の
度

合
い
」
の
平
均
値
を
見
る
と
、
調

査
回
答
の
選
択
肢
の
平
均
（
二
・

五
ポ
イ
ン
ト
）
未
満
と
な
っ
た
事

業
は
な
く
、
高
い
評
価
の
事
業
が

十
二
事
業
、
や
や
高
い
評
価
の
事

業
が
十
八
事
業
で
あ
り
、
調
査
三

十
事
業
す
べ
て
に
つ
い
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
総
じ
て
重
要
性
を

認
識
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

　「
重
要
性
の
度
合
い
」
の
高
い

評
価
の
事
業
の
内
、
特
に
高
い
評

価
の
事
業
は
、「
除
雪
の
実
施
」、

「
有
害
ご
み
の
処
理
」、「
市
道
の

環
境
整
備
」
な
ど
で
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
事

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
結
果

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
そ
の
ほ
か
で
は
、「
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
」
の
評
価
が
高
く
、
こ
れ

は
近
年
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害

が
拡
大
し
て
い
る
状
況
を
反
映
し

た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ

の
対
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

                      

　
個
々
の
事
業
の
「
使
っ
た
金
額

の
度
合
い
」
の
平
均
値
を
見
る
と
、

や
や
低
い
評
価
の
事
業
が
二
事
業

あ
っ
た
も
の
の
、
高
い
評
価
の
事

業
が
十
四
事
業
、
や
や
高
い
評
価

の
事
業
も
十
四
事
業
あ
り
、
調
査

事
業
に
使
っ
た
金
額
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
お
お
む
ね

理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

　「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」
の

高
い
評
価
の
事
業
の
内
、
特
に
高

い
評
価
の
事
業
は
、「
市
民
と
一

体
と
な
っ
た
救
急
救
命
に
向
け
た

取
組
の
推
進
」、「
防
犯
灯
設
置
の

助
成
」、「
６
次
産
業
創
造
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
」
な
ど
で
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
事
業
に
使
っ
た
金
額

が
、
ほ
か
の
調
査
事
業
と
比
べ
て

少
額
で
あ
っ
た
こ
と
と
併
せ
、
事

業
の
重
要
性
も
高
い
と
い
う
評
価

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
結
果
に

つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
一
方
で
、
や
や
低
い
評
価
の
事

業
に
「
人
権
啓
発
の
推
進
」
が
あ

り
ま
す
が
、
年
齢
別
の
調
査
で
は
、

高
校
生
以
上
の
十
代
の
か
た
の
評

価
は
低
く
な
く
、
本
市
の
未
来
を

担
う
年
代
が
、
ほ
か
の
年
代
と
比

べ
、
こ
の
事
業
に
お
金
を
使
う
こ

と
を
評
価
し
て
い
る
と
い
う
結
果

が
表
れ
ま
し
た
。 

 

　
市
で
は
、
行
政
運
営
を
進
め
る
中
で
「
行
政
評

価
制
度
」
を
導
入
し
、
市
が
行
っ
て
い
る
仕
事
（
事

務
事
業
や
施
策
）
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
内
容
を

評
価
・
検
証
し
、
改
善
や
見
直
し
に
結
び
つ
け
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
行
政
評
価
に
お
い
て
、
貴
重
な
評
価
資
料

と
な
る
の
が
市
民
の
み
な
さ
ん
の
「
満
足
度
」
で

す
。
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
み

な
さ
ん
の
視
点
か
ら
、
市
の
仕
事
の
「
重
要
性
の

度
合
い
」
と
「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」
を
評
価

し
て
い
た
だ
き
、
行
政
評
価
に
反
映

す
る
こ
と
で
、
よ
り
満
足
度
の
高
い

市
政
運
営
を
め
ざ
す
た
め
、
市
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
三
回
目
と
な
る
、

市
の
仕
事
「
満
足
度
」
調
査
を
実
施
。

こ
の
た
び
、
そ
の
調
査
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

「
高
い
評
価
」…
…
…
十
二
事
業 

「
や
や
高
い
評
価
」…
十
八
事
業 

平
均
値
は
、2.98
ポ
イ
ン
ト 

「
高
い
評
価
」…
…
…
十
四
事
業 

「
や
や
高
い
評
価
」…
十
四
事
業 

「
や
や
低
い
評
価
」…
…
二
事
業 

平
均
値
は
、2.95
ポ
イ
ン
ト 

………………… 

「
重
要
性
の
度
合
い
」

「
重
要
性
の
度
合
い
」の 

分
析
分
析（
要
旨
）

（
要
旨
） 

「
重
要
性
の
度
合
い
」

「
重
要
性
の
度
合
い
」の 

分
析
分
析（
要
旨
）

（
要
旨
） 

「
重
要
性
の
度
合
い
」の 

分
析（
要
旨
） 

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」の 

分
析
分
析（
要
旨
）

（
要
旨
） 

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」の 

分
析
分
析（
要
旨
）

（
要
旨
） 

「
使
っ
た
金
額
の
度
合
い
」の 

分
析（
要
旨
） 

「重要性の度合い」・「使った金額の度合い」散布図 「重要性の度合い」・「使った金額の度合い」散布図 

アンケートの概要 アンケートの概要 アンケートの概要 〜
市
民
の
み
な
さ
ん
の
視
点
か
ら
市
の
仕
事
を
評
価
〜 

市
の
仕
事
「
満
足
度
」
調
査 

三
十
事
業
に
関
す
る
結
果
ま
と
ま
る 



平成21年10月 平成21年10月 

下
　
水
　
道 

下
　
水
　
道 

25 24

公共汚水ます 

接続までの期間 
供用開始から１年以内に接続の場合 
供用開始から２年以内に接続の場合 
供用開始から３年以内に接続の場合 
供用開始から４年目以降に接続の場合 

受益者分担金 
27万円 
28万円 
30万円 
32万円 

※同一敷地内で複数の公共汚水ますを設置された場合には、
２個目以降の公共汚水ますの分担金は、供用開始から
使用開始までの期間に関わらず１個あたり12万円です。 

　
京
丹
後
市
で
は
、
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
下
水
道
の
一
部

が
供
用
開
始
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
整
備
区
域
の
拡
大
を
進
め
て
い

ま
す
。
下
水
道
の
建
設
に
は
、
多
額
の
費
用
と
長
い
年
月
を
要
し
ま

す
が
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
一
日
も
早
く
下
水
道
を
ご

使
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
下
水
道
整
備
お
よ
び
接
続
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、
下
水

道
へ
の
接
続
が
い
っ
そ
う
図
ら
れ
る
よ
う
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
「
下

水
道
」
に
対
す
る
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、「
下
水
道
」
の
接
続
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
今
回
は
「
下
水
道
使
用
ま
で
の
手
順
」
や
「
排
水
設
備
」
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。 

　 

   

　「
公
共
汚
水
ま
す
」
は
、
道
路

に
埋
設
し
た
「
下
水
道
管
」
と
各

家
庭
の
「
排
水
設
備
」
を
接
続
す

る
た
め
の
「
ま
す
」
で
、
ご
家
庭

か
ら
の
汚
水
を
下
水
道
管
に
流
入

さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

　
道
路
下
に
下
水
道
管
を
埋
設
す

る
工
事
と
合
わ
せ
て
、
敷
地
境
界

か
ら
基
本
的
に
一
㍍
以
内
の
宅
地

内
に
、
公
共
汚
水
ま
す
設
置
承
諾

書
に
基
づ
き
市
が
設
置
し
、
管
理

し
ま
す
。 

          

　 

 
　
下
水
道
が
整
備
・
供
用
開
始
さ

れ
る
と
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排

出
さ
れ
る
汚
水
は
そ
れ
ぞ
れ
の
敷

地
内
に
設
置
さ
れ
た
公
共
汚
水
ま

す
を
経
て
、
下
水
道
管
に
流
す
こ

と
と
な
り
ま
す
。
各
ご
家
庭
で
は
、

汚
水
を
下
水
道
に
流
す
た
め
の
「
排

水
管
」
や
「
汚
水
ま
す
」
な
ど
の

「
排
水
設
備
」
を
設
置
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

    

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
ご

と
に
「
供
用
開
始
の
告
示
」
を
し

ま
す
。
供
用
開
始
区
域
に
土
地
や

建
物
を
所
有
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
公
共
下
水
道
へ

接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
　
　
　
　（
下
水
道
法
第
十
条
） 

    

　
く
み
取
り
式
の
ト
イ
レ
は
、
下

水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
日
か
ら
三
年
以
内
に
水
洗
ト
イ

レ
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

　
　（
下
水
道
法
第
十
一
条
の
三
） 

   

　
供
用
開
始
区
域
で
し
尿
浄
化
槽

を
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
は
、

速
や
か
に
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
　
　
　
　（
下
水
道
法
第
十
条
） 

     

　
下
水
道
施
設
の
整
備
は
、
単
に

下
水
道
管
を
布
設
す
る
だ
け
で
は

な
く
終
末
処
理
場
や
ポ
ン
プ
場
も

同
時
に
建
設
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
巨
額
の

建
設
費
を
必
要
と
し
ま
す
。
下
水

道
事
業
は
、
主
に
国
や
市
な
ど
の

公
費
（
税
金
な
ど
）
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
下
水
道
の
利

益
を
受
け
る
の
は
、
下
水
道
が
整

備
さ
れ
た
地
域
の
か
た
に
限
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
下
水
道
が
整

備
さ
れ
る
区
域
の
か
た
に
は
、
下

水
道
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
京
丹
後
市
公
共
下
水
道
事
業
受

益
者
分
担
金
に
関
す
る
条
例
） 

  

　
下
水
道
の
受
益
者
は
、
下
水
道

整
備
区
域
内
の
土
地
所
有
者
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
土
地
に

地
上
権
、
質
権
、
使
用
賃
借
、
賃

貸
借
な
ど
の
権
利
が
あ
る
場
合
に
は
、

土
地
の
所
有
者
と
地
上
権
な
ど
の

権
利
を
持
っ
て
い
る
か
た
が
協
議
し
、

当
該
土
地
の
受
益
者
を
決
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

                                 

  

　
下
水
道
供
用
開
始
か
ら
接
続
（
使

用
開
始
）
ま
で
の
期
間
に
よ
っ
て
、

分
担
金
の
額
が
異
な
り
ま
す
。 

                

　
受
益
者
分
担
金
の
納
付
時
期
は
、

下
水
道
事
業
の
種
類
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。 

・
公
共
下
水
道 

　
　
排
水
設
備
工
事
の
完
了
後
、

　
市
の
完
了
検
査
に
合
格
し
、
使

　
用
開
始
届
が
提
出
さ
れ
た
翌
月
。 

・
集
落
排
水 

　
　
接
続
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

　
公
共
汚
水
ま
す
を
設
置
さ
れ
た

　
か
た
は
、
事
業
完
了
年
度
の
年

　
度
末
。
供
用
開
始
後
に
新
た
に

　
公
共
汚
水
ま
す
を
設
置
さ
れ
た

　
か
た
は
、
公
共
下
水
道
の
納
付

　
時
期
と
同
じ
。 

・
市
設
置
浄
化
槽 

　
　
浄
化
槽
設
置
完
了
通
知
を
送

　
付
し
た
翌
月
。 

  

　
納
付
方
法
に
は
、「
一
括
納
付
」

と
「
分
割
納
付
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
分
割
納
付
」
に
は
「
三

分
割
」
と
「
十
二
分
割
」
が
あ
り

ま
す
。「
三
分
割
」
は
年
一
回
×

三
年
、「
十
二
分
割
」
は
年
四
回

×
三
年
で
す
。 

第2回 第2回 

汚水処理に必要な「下水道
管」や「公共汚水ます」など
を設置します。 

下水道が使用できるよう
になる日（供用開始日）を
告示します。 

ご家庭から排出される汚
水を下水道に流すために、
排水設備の設置をお願い
します。 

下水道工事 

供用開始 

排水施設 

下水道使用可能 

下水道工事の施工 

供用開始の告示 

排水設備の設置 

下
水
道

下
水
道 
下
水
道

下
水
道 
下
水
道 

受
益
者
分
担
金 

排
水
設
備
の
設
置
は 

す
み
や
か
に 

　
次
回
は
、排
水
設
備（
水
洗
化
工
事
）

の
事
務
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、ご
案

内
し
ま
す
。 

下水道接続に関するお問い合わせ先 

下水道使用料に関するお問い合わせ先 

上下水道部下水道整備課（蕁 69-0550） 
Eメールアドレス  gesuido@city.kyotango.kyoto.jp

上下水道部普及推進・料金課（蕁 69-0540） 
Eメールアドレス  fukyu@city.kyotango.kyoto.jp

し
尿
浄
化
槽
は 

下
水
道
へ
直
接
放
流 

ト
イ
レ
の
水
洗
化
は 

三
年
以
内
に 

下
水
道
受
益
者 

　
　
　
分
担
金
と
は 

受
益
者
と
は 

分
担
金
の
金
額 

分
担
金
の
納
付
時
期 

分
担
金
の
納
付
方
法 

接
続
接
続
の
ご
案
ご
案
内 

接
続
接
続
の
ご
案
ご
案
内 

接
続
の
ご
案
内 

下
水
道
使
用
ま
で
の
手
順 

公
共
汚
水
ま
す 

　
　
　
の
設
置 

排
水
設
備 

受
益
者
の
例 

公
共 

汚
水
ま
す 

下水道管 

マ
ン
ホ
ー
ル 

道路 宅地 

境
界 

側
溝 

汚水ます 汚水ます 汚水ます 汚水ます 

汚水ます設置イメージ 

排水設備 
（個人が設置・管理する部分） 

公共下水道 
（市が設置・管理する部分） 

Aさんの土地 

受益者はAさん 受益者はAさん 受益者はAさんかＢさん 

Aさんが建てた家 
　Aさんが住んでいる 

Aさんが建てた家 
　Cさんが住んでいる 

Bさんが建てた家 
　Bさんが住んでいる 

Aさんの土地 Aさんの土地 



　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、お名前などの個人が

特定できる部分やプライバシー

に関わる部分を除き、すべてお

答えすることとし、お名前や連

絡先をご記入いただいているか

たにつきましては、直接お答え

もさせていただいています。一

方、お名前や住所などの連絡先

の記入のないものにつきまして

は、市のホームページおよび広

報紙でお答えすることとしてい

ます。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度も

いただいているご意見もありま

す。正確な回答をできるだけ速

やかにお返しするために、住所

をはじめ、お名前・連絡先など

をぜひご記入ください。 

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

平成21年10月 平成21年10月 

ご  

意  

見  

箱 

ご  

意  

見  

箱 

27 26

みなさんのご利用をお待ちしています 
（久美浜図書室） 

　 

  

　
施
設
規
模
か
ら
し
て
久
美
浜
図
書
室
に
市

職
員
を
常
駐
さ
せ
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
公
務
員
は
巡
回
に
切
り
替
え
、
ア
ル
バ

イ
ト
・
パ
ー
ト
ま
た
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
職
員
を
常
駐
さ
せ
る
な
ど
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
無
記
名
】 

    

　
現
在
、
市
内
に
は
本
館
で
あ
る
二
つ
の
図

書
館
（
峰
山
・
あ
み
の
）
と
分
館
で
あ
る
四

つ
の
図
書
室
（
大
宮
・
弥
栄
・
丹
後
・
久
美

浜
）
が
あ
り
、
正
職
員
二
人
と
非
常
勤
職
員

（
パ
ー
ト
）
十
九
人
で
全
六
館
を
運
営
し
て

お
り
、
分
館
個
々
に
正
職
員
を
配
置
し
て
い

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ご
指
摘
の
久
美
浜
図
書
室
を
含
め
、
四
つ

の
図
書
室
は
す
べ
て
二
人
の
非
常
勤
職
員
（
パ

ー
ト
）
が
、
午
前
と
午
後
の
交
替
（
火
曜
日

か
ら
金
曜
日
は
諸
連
絡
や
共
同
作
業
の
必
要

か
ら
、
一
部
重
な
る
時
間
帯
も
あ
り
ま
す
）

で
勤
務
し
て
お
り
、
土
・
日
曜
日
は
そ
れ
ぞ

れ
一
人
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。 

　
本
館
に
も
非
常
勤
職
員
（
パ
ー
ト
）
は
お

り
ま
す
が
、
一
人
ず
つ
配
置
さ
れ
た
正
職
員

が
全
体
の
業
務
管
理
や
運
営
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。 

　
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
正
職
員
が

企
画
立
案
を
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
立
て
や
研

修
な
ど
を
行
い
、
職
員
全
体
で
専
門
的
な
知

識
を
身
に
つ
け
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
サ

ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
社
会
教
育
課
】 

            

   

　
平
成
十
六
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
一
次
の

行
革
は
、
新
市
創
造
の
歩
に
と
っ
て
、
考
え

方
の
統
一
な
ど
、
一
定
の
意
味
の
あ
る
役
割

を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
今
般
の
第
二
次
行
革
委
員
会
の

あ
り
方
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。 

　
今
後
の
地
方
の
行
財
政
運
営
を
考
え
る
と

き
、
現
在
の
わ
が
国
の
国
と
地
方
の
財
政
の

あ
り
方
が
、
国
が
お
金
の
大
部
分
を
牛
耳
り
、

地
方
に
お
金
が
回
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

　
合
併
特
例
の
期
間
十
年
と
経
過
措
置
五
年

間
の
十
五
年
間
の
う
ち
、
五
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
合
併
特
例
だ
か
ら
交
付
税
の
上
乗
せ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
地
方
自
治

体
の
運
営
の
た
め
に
必
要
な
お
金
は
地
方
自

治
体
に
ま
わ
る
と
い
う
抜
本
的
な
シ
ス
テ
ム

の
転
換
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
行
政
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
財
政
は

ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
を
考
え
る
の
が
真

の
行
財
政
改
革
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ

が
行
財
政
改
革
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
市
民
的
議
論
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
議
論
を
深
め

る
な
ら
ば
、
相
応
の
時
間
が
必
要
で
す
。 

　
し
か
し
、
行
革
委
員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
み
る
と
、
行
革
大
綱
を
初
秋
に
は
答
申
す

る
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
果
た
し
て
、
こ

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
市
民
的
議
論
が
深
ま

る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
合
併
し
て
五
年
、
今
、
京
丹
後
市
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
市
民
合
意
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
無
記
名
】 

    

　
は
じ
め
に
、
国
と
地
方
の
お
金
に
つ
い
て

お
答
え
し
ま
す
。 

　
地
方
交
付
税
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体
間

の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
と
と
も
に
、

全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
人
に
も
、
標
準
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
地

方
公
共
団
体
の
財
源
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

今
の
シ
ス
テ
ム
の
ま
ま
で
地
方
各
地
に
必
要

な
資
金
が
適
切
に
配
分
さ
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
は
、
地
方
の
立
場
か
ら
十
分
検
証

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
国

税
と
地
方
税
の
あ
り
方
に
も
関
係
し
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
方
・
地
方
間
で
税
収
に

大
幅
な
偏
り
が
出
て
来
ざ
る
を
得
な
い
中
で
、

税
収
を
集
約
し
て
配
分
す
る
と
い
う
機
能
・

機
関
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地

方
に
ど
の
よ
う
な
任
務
が
全
国
共
通
し
て
求

め
ら
れ
、
何
を
裁
量
に
委
ね
る
の
か
な
ど
の

構
造
的
な
議
論
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
当
市

と
し
て
は
制
度
的
な
課
題
も
含
め
て
行
政
運

営
に
必
要
な
財
源
や
意
見
は
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
国
な
ど
に
申
し
入
れ
を
行
い
、

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
次
に
、
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
に
つ
い

て
お
答
え
し
ま
す
。 

　
市
で
は
、
第
二
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
策

定
に
向
け
て
、
五
月
二
十
六
日
に
同
委
員
会

に
諮
問
を
し
ま
し
た
。
大
綱
の
案
は
、
十
二

月
議
会
へ
の
上
程
を
予
定
し
、
平
成
二
十
二

年
度
の
予
算
編
成
に
も
間
に
合
う
よ
う
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
他
方
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
京
丹
後
市
総
合
計

画
の
後
期
基
本
計
画
（
平
成
二
十
二
年
度
〜

平
成
二
十
六
年
度
）
の
見
直
し
も
行
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
総
合
計

画
、
そ
の
た
め
の
行
政
運
営
の
あ
り
方
を
広

く
改
善
改
革
す
る
た
め
に
行
財
政
改
革
大
綱
、

計
画
と
い
う
位
置
づ
け
で
計
画
の
見
直
し
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
第
二
次
行
財
政
改
革
大

綱
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
後
期
基
本

計
画
と
推
進
期
間
が
同
期
間
で
あ
る
こ
と
か

ら
連
携
が
と
れ
た
内
容
と
し
、
委
員
会
で
可

能
な
限
り
議
論
を
深
め
た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　【
行
財
政
改
革
推
進
課
】 

　 

   

　
学
校
が
運
営
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
ど

の
よ
う
に
管
理
運
営
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
か
。 

　
公
費
を
投
入
し
て
設
置
し
、
情
報
化
社
会

の
中
で
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
ま

す
が
、「
更
新
」
さ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
し

て
い
て
も
年
数
回
が
実
態
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
更
新
さ
れ
な
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ほ
ど

「
無
駄
」
な
も
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
も

っ
と
活
発
に
更
新
を
行
い
、
地
域
に
開
か
れ

た
学
校
を
め
ざ
す
取
り
組
み
や
、
地
域
と
と

も
に
歩
む
学
校
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
情
報
を
発

信
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
・
男
性
】 

    

　
小
・
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
合
併

前
か
ら
開
設
し
積
極
的
に
更
新
し
て
い
る
学

校
も
あ
れ
ば
、
京
丹
後
市
に
な
っ
て
も
開
設

で
き
な
い
学
校
も
あ
る
な
ど
、
管
理
運
営
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
事
情
に
よ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ご
意
見
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
情
報
化
社

会
に
お
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発

信
が
重
要
性
を
増
す
中
、
市
教
育
委
員
会
と

し
ま
し
て
も
対
策
を
講
じ
る
べ
く
、
市
内
す

べ
て
の
小
・
中
学
校
が
使
用
で
き
、
容
易
に

更
新
で
き
る
新
シ
ス
テ
ム
を
平
成
二
十
年
三

月
に
導
入
し
、
各
学
校
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

開
設
ま
た
は
再
構
築
を
指
示
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
は
市
内
す
べ
て
の
小
・

中
学
校
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
に
至

り
、
一
定
の
段
階
ま
で
進
ん
だ
も
の
と
理
解

し
て
お
り
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
ご
指
摘
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
更
新
の
頻
度
が
低
く
、
古
い
情
報
を

掲
載
し
た
ま
ま
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
目
立
っ

て
い
る
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
各
学
校
に
積
極
的

な
更
新
を
呼
び
掛
け
続
け
て
お
り
、
今
年
度

の
事
業
と
し
ま
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
モ
デ

ル
校
の
募
集
お
よ
び
指
定
を
行
い
、
モ
デ
ル

校
と
教
育
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
他
校

の
模
範
と
な
る
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

お
よ
び
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
学
校
の
教
育
活
動
へ
の
信
頼
や
理
解
を
深

め
る
情
報
発
信
は
も
と
よ
り
、
地
域
に
開
か

れ
た
学
校
情
報
、
同
窓
生
へ
の
情
報
発
信
な

ど
、
学
校
に
よ
っ
て
特
色
の
あ
る
情
報
な
ど

も
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
学
校
教
育
課
】 

          

   

　
市
内
に
は
、
複
数
の
太
鼓
保
存
会
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
市
の
管
轄
で
す
か
。 

　
ま
た
、
太
鼓
保
存
会
へ
の
問
い
合
わ
せ
は

ど
こ
に
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
無
記
名
】 

    

　
市
内
に
は
、
太
鼓
保
存
会
や
太
鼓
の
演
奏

を
さ
れ
て
い
る
複
数
の
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
質
問
に
あ
り
ま
す
こ
れ
ら
の
団
体
に
つ

い
て
は
、
市
の
組
織
お
よ
び
市
の
管
轄
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

　
京
丹
後
市
文
化
協
会
に
加
盟
さ
れ
て
い
る

一
部
の
太
鼓
団
体
な
ど
に
つ
い
て
は
、
京
丹

後
市
文
化
協
会
事
務
局
（
社
会
教
育
課
内

蕁
六
九
ー
〇
六
三
〇
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
秘
書
広
報
広
聴
課
】 

 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な
ど

を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

市
の
組
織
お
よ
び
市
の
管
轄 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

A
市
内
の
太
鼓
保
存
会
な
ど
に 

つ
い
て 

Ｑ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
と
情
報 

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

A

市
内
の
各
小
・
中
学
校
の
公
式 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
と
活
用 

に
つ
い
て 

Ｑ 

委
員
会
で
可
能
な
限
り
議
論
を 

深
め
て
い
き
ま
す
。 

A

行
財
政
改
革
に
つ
い
て 

Ｑ 

四
つ
の
図
書
室
は
非
常
勤
職
員 

で
運
営
し
て
い
ま
す
。 

A
久
美
浜
図
書
室
の
職
員
配
置 

に
つ
い
て 

Ｑ 
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救マーク認定証を交付 

「ゆらゆら橋」完成を見守る児童たち 

間伐材を使い「のぼり棒」を制作 

完成した遊具 完成した遊具 

ゆらゆら橋 のぼり棒 

とびはね 

　
市
消
防
本
部
で
は
、
上
級
救
命
講
習
の

修
了
者
の
か
た
が
常
駐
す
る
施
設
を
、
事

故
な
ど
の
発
生
の
際
に
応
急
手
当
が
行
え

る
事
業
所
（
＝
「
救
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
」）

と
し
て
認
定
す
る
「
救
マ
ー
ク
認
定
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
制
度
開
始
四
年
目

と
な
る
今
年
は
、
福
祉
施
設
や
宿
泊
施
設

な
ど
新
た
に
十
二
事
業
所
を
認
定
。
計
九

十
六
施
設
が
「
救
マ
ー
ク
」
認
定
事
業
所

と
な
り
ま
し
た
。 

　
救
急
事
故
が
発
生
し
た
際
な
ど
に
救
命

率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
救
急
車
が

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
場
に

居
あ
わ
せ
た
か
た
の
適
切
な
応
急
手
当
が

重
要
と
な
り
ま
す
。 

　
救
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
に
は
、
市
消
防

本
部
が
実
施
す
る
上
級
救
命
講
習
の
修
了

者
の
か
た
が
常
駐
。
万
が
一
の
場
合
に
備

え
、
消
防
署
へ
の
速
や
か
な
連
絡
や
、
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
の
適
切
な
応

急
手
当
な
ど
の
体
制
を
整
え
ま
す
。 

　
九
月
九
日
に
行
っ
た
認
定
交
付
式
で
は
、

堂
田
消
防
長
が
「
本
市
域
は
広
く
、
救
急

車
両
の
到
着
は
全
国
平
均
よ
り
約
二
分
遅

い
。
大
切
な
生
命
を
救
う
に
は
、
み
な
さ

ん
の
力
が
不
可
欠
。
安
心
・
安
全
の
た
め

の
末
永
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
新
た
に
認
定
さ
れ
た
十
二
事

業
所
の
み
な
さ
ん
に
「
救
マ
ー
ク
」
認
定

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
消
防
本
部
で
は
、
今
後
も
こ
の
制
度

の
普
及
に
努
め
、
よ
り
多
く
の
事
業
所
の

認
定
の
も
と
、
さ
ら
な
る
応
急
手
当
の
普

及
啓
発
と
救
命
の
リ
レ
ー
の
強
化
で
、
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。 

遊
べ
る 

遊
具 

づ
く
り 

間
伐
材
の
有
効
利
用 

間
伐
材
の
有
効
利
用 

楽
し
く 

　
八
月
二
十
九
日
、
市
立
峰
山
幼
稚
園
（
峰

山
町
杉
谷
）
で
、「
親
子
で
つ
く
る
ふ
る
さ

と
丹
後
・
森
の
遊
具
づ
く
り
」（
丹
後
地
方

林
業
振
興
会
主
催
）
が
三
十
六
人
の
園
児

と
同
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
か
た
約
二
十
人
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
普
段
あ
ま
り
森
林

や
林
業
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
な
い
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
の
か
た
が
一
緒
に
、
木
材
（
間

伐
材
）
を
使
っ
て
遊
具
を
つ
く
る
こ
と
で
、

二
酸
化
炭
素
の
削
減
策
と
し
て
の
森
林
整

備
（
間
伐
）
の
重
要
性
や
木
材
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
に
親
し
ま
れ
て
い
る
権
現
山
（
峰
山

町
吉
原
）
の
間
伐
材
が
所
有
者
で
あ
る
峰

山
財
産
区
か
ら
同
園
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

同
園
で
は
、
寄
贈
を
受
け
た
二
十
本
の
ヒ

ノ
キ
を
使
い
、
同
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
お
や
じ
の
会
」

（
松
田
悟
会
長
）
を
中
心
に
「
の
ぼ
り
棒
・

ゆ
ら
ゆ
ら
橋
・
と
び
は
ね
」
と
い
っ
た
遊

具
づ
く
り
を
朝
九
時
か
ら
開
始
。
休
憩
時

に
は
、
間
伐
の
重
要
性
や
森
林
機
能
の
仕

組
み
な
ど
の
説
明
が
図
解
や
写
真
を
用
い

て
行
わ
れ
る
な
ど
、
森
林
の
大
切
さ
に
つ

い
て
も
学
習
し

ま
し
た
。
朝
か

ら
始
ま
っ
た
遊

具
づ
く
り
は
、

午
後
四
時
ご
ろ

に
完
成
し
、
す

て
き
な
遊
具
が

整
備
さ
れ
た
園

庭
に
な
り
ま
し

た
。 

　京都府と、京都市を除く25市町村は、税業務を共同して行い、納税者の利便性向上を図りながら、より一
層の公平公正な税務行政をめざす広域連合「京都地方税機構」を設立しました。 

○京都府と、京都市を除く25市町村で、広域連合「京都地方税機構」では、滞納整理や課税の共同処理に向け
ての調整・研究に関する事務を共同で行います。 

○府税、市町村税の滞納整理は、従来、府、市町村がそれぞれ個別に行っていましたが、今後は、広域連合「京
都地方税機構」が行うことになります。 

○課税に関する事務も、共同処理できるよう調査研究や電算システムの整備を図ったうえで、順次「京都地方
税機構」で行っていく予定です。 

　　府、市町村がそれぞれ単独で税業務を行う従来のやり方では、コスト削減や増収効果についても一定の
限界があります。府、市町村が、共同して事務を行うことにより、スケールメリットを生かした効果を生み
出し、その財源を住民サービスの充実に活用できます。 

〈本部：京都府庁内〉 
京都東地方事務所（京都東府税事務所内） 

京都西地方事務所（京都西府税事務所内） 

京都南地方事務所（京都南府税事務所内） 

相楽地方事務所（木津総合庁舎内） 

山城中部地方事務所（城南勤労者福祉会館内） 

乙訓地方事務所（乙訓総合庁舎内） 

中部地方事務所（亀岡総合庁舎内） 

中丹地方事務所（福知山市大江支所内） 

丹後地方事務所（京丹後市大宮庁舎内） 

広域連合長 

会計管理者 

総務・企画担当 

特別機動担当 

催告センター 

副広域連合長 

事務局長 

事務局次長 

（仮称） 

※丹後地方事務所の所管区域…宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町 

滞納整理などの徴収業務は、平成22年１月から、広域連合「京都地方税機構」において行います。 

選挙管理委員会 

監　査　委　員 

公 平 委 員 会 

広域連合議会 

○徴税コストの削減と、増収効果が期待できます 

○府県や市町村が、区域をこえて広域的に事務を処理するために設ける団体です。 

○地方自治法で、特別地方公共団体として位置付けられ、議会や各種行政委員会も設置されます。 

○広域的に事務処理を行うとされたものについて総合計画（広域計画）を策定し実施します。 

「
救
命
の
リ
レ
ー
」
で 

救
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
九
十
六
施
設
に 

安
心
な
ま
ち
づ
く
り 

京都府・市町村税務共同化組織設立 京都府・市町村税務共同化組織設立 
～広域連合「京都地方税機構」がスタートしました～ 

税業務を共同で行います 税業務を共同で行います 

組 織 図 組 織 図 

期待される効果 期待される効果 

広域連合とは 広域連合とは 

徴収業務の開始は来年１月から 徴収業務の開始は来年１月から 
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扇
谷
遺
跡
環
濠 

扇
谷
遺
跡
出
土
陶
損
（
と
う
け
ん
） 

…………………………………………………………………………………………………………………………… 

…………………………………………………………………………………………………………………………… 

……………………………………………………………………………………… 

…………………………………………………………………………………………………………………………… 

　
扇
谷
遺
跡
は
、
現
在
、
京
都
府

丹
後
文
化
会
館
・
峰
山
地
域
公
民

館
が
建
つ
標
高
五
〇
〜
六
〇
㍍
の

丘
陵
上
に
位
置
す
る
、
弥
生
時
代

前
期
末
〜
中
期
前
葉
（
お
よ
そ
二

一
〇
〇
年
前
）
に
営
ま
れ
た
ム
ラ

の
跡
で
す
。
平
地
と
の
高
低
差
は

約
二
〇
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
生
活
す
る
の
に
不
便
を

感
じ
る
よ
う
な
立
地
の
ム
ラ
は
「
高

地
性
集
落
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
扇
谷
遺
跡
は
、
昭
和
四
十
年
ご

ろ
に
土
器
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
京

都
府
丹
後
文
化
会
館
の
建
設
や
都

市
計
画
街
路
の
建
設
に
伴
い
、
昭

和
四
十
九
年
か
ら
昭
和
六
十
年
に

か
け
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
発
掘
調
査
の
結
果
、
全
長
八
三

〇
〜
八
五
〇
㍍
に
お
よ
ぶ
長
大
な

環
濠
（
か
ん
ご
う
）
と
呼
ば
れ
る

溝
を
ム
ラ
の
ま
わ
り
に
め
ぐ
ら
せ

た
、
全
国
屈
指
の
弥
生
時
代
前
期

の
環
濠
集
落
（
か
ん
ご
う
し
ゅ
う

ら
く
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。 

　
環
濠
は
、
幅
四
㍍
・
深
さ
二
㍍

で
、
深
い
と
こ
ろ
で
は
幅
六
㍍
、

深
さ
四
㍍
に
達
す
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
断
面
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
の
Ｕ
ま
た
は
Ｖ
字
の
形
を
し

て
い
ま
す
。
当
時
は
、
鉄
の
道
具

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
石

の
道
具
で
花
崗
岩
の
岩
盤
を
掘
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
環
濠
は
、
二

重
に
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
濠
の
外
側
に
掘
っ
た
土

を
盛
り
上
げ
防
御
性
を
高
め
て
い

る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
環
濠
を
掘
る
作
業
は
、
当
時
で

は
大
工
事
で
し
た
。 

　
発
掘
調
査
前
の
環
濠
は
、
長
い

年
月
の
間
に
埋
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
埋
ま
っ
た
土
の
中
に
は
、
当
時

使
わ
れ
て
い
た
器
（
弥
生
土
器
）

や
石
で
つ
く
ら
れ
た
道
具
類
な
ど
、

生
活
道
具
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
中
か
ら
特
徴
的
な
も
の

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。
一

つ
は
、
緑
色
凝
灰
岩
（
り
ょ
く
し

ょ
く
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん
）
や
碧
玉

（
へ
き
ぎ
ょ
く
）
と
い
っ
た
、
石

か
ら
管
玉
（
く
だ
た
ま
）
な
ど
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
く
る
玉
づ
く

り
道
具
類
が
あ
り
ま
す
。
石
を
切

る
た
め
の
石
鋸
（
い
し
の
こ
）
は
、

徳
島
県
か
ら
和
歌
山
県
に
か
け
て

の
三
波
川
帯
（
さ
ん
ば
が
わ
た
い
）

と
呼
ば
れ
る
地
域
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
結
晶
片
岩
（
け
っ
し
ょ
う
へ

ん
が
ん
）
と
呼
ば
れ
る
平
ら
な
石

が
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
玉
を
磨

く
た
め
の
砥
石
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
玉
に
穴
を
あ
け
る
前
の
状
態
の

も
の
や
、
穴
を
あ
け
る
時
に
半
分

に
割
れ
た
失
敗
品
も
あ
り
ま
す
。 

　
も
う
一
つ
は
、
陶
損
（
と
う
け

ん
）
と
呼
ば
れ
る
土
笛
で
す
。
こ

れ
は
中
国
で
使
わ
れ
た
も
の
と
同

じ
形
を
し
て
お
り
、
主
に
日
本
海

側
で
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。
二
千

年
以
上
前
か
ら
、
海
を
越
え
て
中

国
と
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
資
料
と
し
て
貴
重
な

も
の
で
す
。
こ
の
ほ
か
鉄
製
品
・

ガ
ラ
ス
の
素
材
や
、
糸
を
つ
む
ぐ

た
め
に
使
わ
れ
た
紡
錘
車
（
ぼ
う

す
い
し
ゃ
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
近
く
の
途
中
ヶ
丘
公
園
（
峰
山

町
長
岡
）
に
は
、
弥
生
時
代
を
通

じ
て
大
き
な
ム
ラ
が
あ
っ
た
途
中

ヶ
丘
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
遺

跡
は
、
扇
谷
遺
跡
の
営
ま
れ
た
時

期
の
み
、
ム
ラ
に
人
の
生
活
の
痕

跡
が
消
え
る
よ
う
で
す
。
そ
の
た

め
、
途
中
ヶ
丘
遺
跡
か
ら
扇
谷
遺

跡
へ
人
が
引
っ
越
し
た
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

時
の
日
本
は
、
全
国
的
に
高
地
性

集
落
が
営
ま
れ
て
お
り
、
何
ら
か

の
緊
張
関
係
が
生
じ
て
い
た
よ
う

で
す
。
そ
の
た
め
長
大
な
環
濠
の

あ
る
扇
谷
遺
跡
の
よ
う
な
ム
ラ
が

出
現
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
扇
谷
遺
跡
は
、
全

国
屈
指
の
環
濠
集
落
と
し
て
貴
重

な
も
の
で
あ
る
た
め
、
平
成
四
年

七
月
二
十
日
付
で
峰
山
町
指
定
文

化
財
（
遺
跡
）
に
指
定
さ
れ
、
京

丹
後
市
発
足
に
あ
わ
せ
京
丹
後
市

指
定
文
化
財
と
し
て
い
ま
す
。 

13日（火） ・ 19日（月） ・ 26日（月） 

10月の休館日 

２日（月） ・ 4日（木） ・ 9日（月） 

11月の休館日 

丹後図書室 

　峰山地域公民館・峰山図書館の共催で、8月 19 日
に夏休み子ども体験教室「おもしろ科学遊び」を低学
年、高学年に分けて行いました。 
　牛乳パックを使って、低学年はオリジナル絵合わせ
パズル、高学年はびっくり箱をつくりました。参加し
た 40人の子どもたちは、リサイクル工作というだけ
ではなく、つくった後で遊べるなど、「やってみると
わかる！」科学のおもしろさを楽しんでいました。 

峰山地域公民館・峰山図書館 あみの図書館・丹後図書室・峰山図書館 

　あみの図書館では、米国アカデミー賞最優秀外国語
映画賞をはじめ数々の賞を受賞した映画「おくりびと」
の上映会を、8月 23 日に開催しました。多くのご要
望にお応えし、当初予定していた 40席を増やし、合
計100人以上の市民のかたに感動の名作をお楽みいた
だきました。「来てよかった」、「これからも図書館で
こんな取り組みをしてください」という声が聞かれま
した。 

あみの図書館 

　あみの図書館では、貸出カウンター付近に、「今
月の一冊」（一般用）と「このほんたのしいよ」（児
童用）のコーナーを設け、図書館員の解説やおす
すめする理由とともに、本を紹介しています。更
新は月初めです。ぜひ手にとってご覧ください。
その本が貸出中の場合は、予約することができます。 

あみの図書館 

※休館日は、10月９日以降から次号発行日の 
　11月 10日までを掲載しています。 

　丹後図書室では、８月８日に「夏のおはなし会」を
開催しました。親子など54人の参加者は、大型絵本・
パネルシアター・手あそび・なぞなぞなどを楽しんだ
後、「牛乳パックのからくり絵本」に挑戦しました。
自由に絵を描いて、
それぞれ個性的な
作品が出来上がり
ました。みんなで
楽しいひとときを
過ごしました。 

　子ども読書の日（4月 23 日）の啓発事業として、
京都府教育委員会が募集しました「子ども読書絵てが
みコンテスト」の入賞作品を、あみの図書館・丹後図
書室・峰山図書館で、それぞれ夏休み期間の約1週間、
巡回展示しました。子どもたちの創造力にあふれたす
ばらしい作品を、多くのかたにご覧いただきました。 
　今後は、弥栄図書室で、平成 22年 2月 25日から 3
月 3 日までの間、
展示する予定です。
京丹後市内の子ど
もたちの受賞作品
もたくさんありま
す。ぜひお越しく
ださい。 
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市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

「夏のおはなし会」を開催 「夏のおはなし会」「夏のおはなし会」を開催 「夏のおはなし会」を開催 

「おもしろ科学あそび」を開催 「おもしろ科学あそび」を開催 「おもしろ科学あそび」を開催 
「子ども読書絵てがみ展」の 

巡回展示 
「子ども読書絵てがみ展」の 

巡回展示 
「子ども読書絵てがみ展」の 

巡回展示 

映画「おくりびと」の 
上映会を開催 

映画「おくりびと」の 
上映会を開催 

映画「おくりびと」の 
上映会を開催 

「図書館員おすすめの本コーナー」 
  を設置しました 
「図書館員おすすめの本コーナー」 
  を設置しました 
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　男　　30,032人（－19） 
　女　　32,052人（－18） 
　計　　62,084人（－37） 
世帯数　22,158世帯（－5） 
（9月1日現在・（ ）内は前月比） 

人口・世帯数 

開園を祝いテープカット 

果
樹
園
で
ナ
シ
狩
り
方
法
を
説
明 

　
同
教
室
は
、
文
部
科
学
省
と
譛
日
本
体
育
協
会
に

よ
る
「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
派
遣
指
導
事
業
」
の
一

環
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
谷
川
さ
ん
は
「
ど
ん
な
こ
と

も
、
目
標
を
持
つ
こ
と
が
大
事
。
忍
耐
は
苦
し
い
け

ど
そ
の
実
は
甘
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
谷
川

さ
ん
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
雷
撲
滅
活
動
の
話
も

紹
介
さ
れ
、「
自
分
の
行
動
次
第
で
な
ん
で
も
で
き
る
。

目
標
を
持
っ
て
勉
強
や
運
動
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
実
技
指
導
で
は
「
足
は
、
ま
っ
す
ぐ
出
し
て
か
か

と
か
ら
地
面
に
着
け
る
」
な
ど
速
く
走
る
コ
ツ
を
説

明
。
そ
の
後
、
谷
川
さ
ん
を
先
頭
に
、
児
童
た
ち
も

基
本
姿
勢
を
意
識
し
な
が
ら
約
三
十
分
間
走
っ
た
り

歩
い
た
り
を
繰
り
返
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。 

　
同
教
室
の
終
わ
り
に
は
、
六
年
生
の
城
下
若
葉
さ
ん

か
ら
「
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
目
標

を
も
っ
て
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
」
と
谷
川
さ
ん
に
お
礼
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
快
晴
と
な
っ
た
九
月
一
日
、
久
美
浜
町

箱
石
の
果
樹
園
で
「
第
三
十
九
回
ナ
シ
狩

り
山
開
き
開
園
式
」（
久
美
浜
町
果
樹
観
光

協
会
主
催
）
が
催
さ
れ
、
約
百
人
の
来
園

の
か
た
が
ナ
シ
狩
り
を
楽
し
み
、
採
れ
た

て
の
ナ
シ
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

　
京
丹
後
市
は
京
都
府
内
最
大
の
ナ
シ
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
ナ
シ
の
栽
培
面
積

は
約
七
七
㌶
に
及
び
ま
す
。 

　
市
内
で
も
特
に
果
樹
栽
培
が
盛
ん
な
地

域
の
一
つ
で
あ
る
久
美
浜
町
内
で
、
同
町

果
樹
観
光
協
会
が
中
心
と
な
り
実
施
さ
れ

る
ナ
シ
狩
り
が
三
十
九
回
目
を
迎
え
、
今

年
の
「
ナ
シ
狩
り
山
開
き
開
園
式
」
は
「
社

会
福
祉
法
人
あ
み
の
福
祉
会
」
の
み
な
さ

ん
を
招
待
し
て
家
城
農
園
（
家
城
泰
直
園
主
）

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
開
園
式
で
同
協
会
の
白
岩
弘
会
長
は
「
今

年
は
、
水
分
の
多
い
こ
く
の
あ
る
お
い
し

い
果
実
が
で
き
、
日
に
日
に
甘
味
を
増
し

て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
開
園

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
果
樹
園
が
解

放
さ
れ
ま
し
た
。

来
場
さ
れ
た
か
た
は
、

て
い
ね
い
に
も
ぎ

採
っ
た
ナ
シ
を
さ

っ
そ
く
口
に
ほ
お

ば
る
な
ど
、
思
い

思
い
に
ナ
シ
狩
り

を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。 

ナ
シ
狩
り
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先 

久
美
浜
町
観
光
振
興
会 

蕁
八
二
ー
一
七
八
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　マラソン選手でタレントとしても活躍
中の谷川真理さんを講師に迎え、9月4日、
市立吉原小学校（峰山町安）で、陸上教
室が行われ、4～6年生の児童80人が速く
走るためのコツなどを学びました。 
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陸上教室を開催 陸上教室を開催 
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